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「平成19年度当初予算」
「燃やせるごみ、資源ごみが
　変わります」

「ケーブルテレビって何？」
「めじろんタイムズ」
「平成19年度人事異動」
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平成19年度当初予算をお知らせします
　竹田市の平成19年度の一般会計当初予算額は、169億 3,213万円で、前年度の一般会計当初予算
額173億 1,657万円に比べ2.2％の減となっています。
　国の地方財政の抑制方針の中で、地方交付税の削減や国庫補助負担金の廃止・縮小等により、地方自
治体は厳しい財政運営を強いられています。竹田市においても、効果的な予算配分を念頭に、人件費・
物件費等の経常経費や負担金・補助金等の見直しを行う等、歳出の削減に努めましたが、地方交付税等
の削減に伴う歳入不足を補うため、貯金にあたる財政調整基金等の取り崩しを余儀なくされ、財政状況
は非常に厳しいものとなっています。そうした中で、竹田市総合計画で目指す「自然・歴史・文化を育
む名水名湯田園観光都市」の実現に向け、学校給食調理場の建設やケーブルテレビ事業の推進等、未来
の街づくりを視野に入れた当初予算を編成しました。
　今後も、厳しい財政状況が続く見込みで、さらなる行財政改革を進め財政の効率化に努めていきます。

歳出

歳入

総　額
169 億3,213万円

総　額
169 億3,213万円

民生費
（20.4％）

34 億 5,553 万円

公債費
（17.5％）

29 億 6,019 万円

農林水産業費
（13.8％）

23 億 3,761 万円

教育費
（12.1％）

20 億 4,915 万円

衛生費
（6.4％）

10 億 7,977 万円

土木費
（6.1％）

10 億 3,092 万円

消防費
（4.1％）

6 億 8,617 万円

災害復旧費
（2.5％）

4 億 3,115 万円

商工費
（1.7％）

2 億 8,764 万円

議会費
（1.3％）

2 億 2,541 万円

労働費
（0.1％）
969 万円

予備費
（0.1％）
2,000 万円

地方交付税
（45.0％）

76 億 2,000 万円

市　税
（11.9％）

20 億 1,947 万円

市　債
（11.2％）

18 億 9,660 万円

県支出金
（9.1％）

15 億 4,290 万円

繰入金
（7.0％）

11 億 7,956 万円

国庫支出金
（6.5％）

10 億 9,460 万円

分担金・負担金
（2.4％）

4 億 0,170 万円

地方譲与税
（1.9％）

3 億 2,800 万円

地方消費税交付金
（1.6％）

2 億 6,300 万円

使用料・手数料
（1.3％）

2 億 2,256 万円

その他
（2.1％）

3 億 6,374 万円

市　民　税 8億 5,712 万円
固定資産税 8億 9,814 万円
軽自動車税 6,972 万円
市たばこ税 1億 4,734 万円
入　湯　税 2,355 万円
都市計画税 2,360 万円

市
税
内
訳

財産収入 7,212 万円
諸 収 入 1億 3,619 万円
そ の 他 1億 5,543 万円

そ
の
他
内
訳

総務費
（13.9％）

23 億 5,890 万円
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市民1人あたりに使われるお金　625,472 円
議会費（議会運営）…………………………… 8,337 円
総務費（総務・税・住基・選挙・統計）………87,241 円
民生費（福祉・医療等）…………………… 127,798 円
衛生費（保健衛生・環境衛生・ごみ処理等）
　…………………………………………………39,934 円
労働費（労働者の経済的地位の向上等）……… 358 円
農林水産業費（農業や林業の振興）……… 86,453 円
商工費（商工観光業の振興）…………………10,638 円
土木費（道路・橋・都市計画・住宅整備等）
　…………………………………………………38,127 円
消防費（消防業務・消防団活動の充実等）
　…………………………………………………25,377 円
教育費（小中学校・幼稚園・社会教育等）……75,785 円
災害復旧費（災害の復旧等）………………… 15,946 円
公債費（市が借りているお金の返済金）… 109,478 円

市民1人あたりが負担するお金　　96,902 円
市民税……………………………………………31,700 円
固定資産税………………………………………33,217 円
軽自動車税…………………………………………2,578円
市たばこ税……………………………………… 5,449 円
都市計画税……………………………………………871 円
その他（分担金・負担金、使用料・手数料等）
　………………………………………………… 23,087円

※市民１人あたりの金額は、
　2月末の住民基本台帳の人
　数から各予算額を割って
　算出したものです。

平成19年2月末現在
人口　27,039　人
（住民基本台帳）

「自然・歴史・文化を育む名水名湯田園観光都市」の実現に向けた
本年度の新規・重点主要事業

竹田市総合計画
まちづくりの基本方針 ハード事業 事業費（円） ソフト事業 事業費（円）

Ⅰ．自然と共生した　
　　住みやすい
　　里づくり

ケーブルテレビ推進費
市道改良舗装事業（8路線）
まちづくり交付金事業
公営住宅整備事業
常備・非常備消防施設整備事業
浄化槽市町村整備推進事業

5,577 万
1億 7,951 万
1億　173 万

7,791 万
7,212 万

1億 6,300 万

路線バス運行委託事業
路線バス維持補助事業
バス路線延長補助金（直入総合支所運行経費）
ごみ定期収集委託事業（週 2回）
AED機器（自動体外式除細動器）整備事業

720 万
1,000 万
100 万
9,158 万
16 万

Ⅱ．未来を担う
　　心豊かな人づくり

竹田中学校施設整備事業
国体ソフトボール会場施設整備事業
史跡岡城跡保存整備事業
学校給食共同調理場建設事業

3,288 万
710 万
5,005 万

７億　111万

大分国民体育大会費
小学校臨時講師配置事業（複式学級解消事業）
小学校・中学校教育振興費
フリースクール事業

5,454 万
700 万
6,812 万
60 万

Ⅲ．安らぎと安心に
　　満ちた
　　支えあう
　　くらしづくり

在宅高齢者住宅改造助成事業
保育所施設整備事業
飲用水改善補助事業

760 万
100 万
300 万

地域総合相談事業
障害者計画策定事業
休日夜間診療事業
共同利用型病院運営事業（救急医療施設）
健康診査事業（がん検診）
予防接種事業
不妊治療費補助事業
妊婦、幼児健康診査委託事業
乳児医療費助成金
社会福祉協議会補助事業

1,508 万
80 万
850 万
3,108 万
5,731 万
1,935 万
80 万
367 万
2,700 万
4,088 万

Ⅳ．自然の恵みを
　　活かし
　　結び合う
　　まちづくり

県単林道網掛線整備事業
県営土地改良事業負担金（農道）
中山間地域総合整備事業
園芸農業構造対策事業
農業食品産業強化対策事業（トマト）

3,500 万
6,183 万
8,848 万
2,550 万

1億 3,800 万

出産祝金（1・2子：20千円、3子以降：50千円）
定住・空き家対策事業
農地利用集積促進対策補助事業
市単認定農業者耕作地拡大支援補助事業
農地・水・農村環境保全向上活動支援実験補助事業
プラム増殖補助事業
優良雌牛保留補助事業
椎茸種駒購入費助成事業
ツーリズム協会補助事業
大野川上流開発事業
中山間地域直接支払事業

450 万
15 万
532 万
55 万

1,467 万
90 万
393 万
650 万
2,922 万
3,268 万

5億 1,192 万
Ⅴ．公民協働による
　　ふれあう
　　地域づくり

コミュニティセンター建設補助事業 600 万 元気づくり支援補助事業
男女共同参画事業
地域づくり推進事業
県知事・県議会議員選挙費
参議院議員選挙費

450 万
40 万

1,761 万
1,523 万
2,010 万
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国民健康保険特別会計 35億 1,390 万円
老人保健特別会計 57億 7,230 万円
介護保険特別会計 31億 9,731 万円
同和対策事業特別会計 396 万円
国民宿舎久住高原荘事業特別会計 4億 2,049 万円
国民宿舎直入荘事業特別会計 9,803 万円
長湯観光温泉施設等特別会計 7,199 万円
畜産開発事業特別会計 1,754 万円
簡易水道事業特別会計 2億　　78万円
農業集落排水事業特別会計 1億 5,480 万円
浄化槽整備推進事業特別会計 2億 3,137 万円
竹田温泉施設花水月特別会計 7,500 万円

平成 19年度特別会計当初予算

収益的収入（水道料金など） 2億　274 万円
収益的支出（水道水供給に要した費用） 1億 8,698 万円
資本的収入（工事負担金など） 360 万円
資本的支出（建設改良費や借入金の返済） 8,460 万円

平成 19年度水道事業会計当初予算

　　用　語　説　明
●当初予算
　年度当初の４月から予算執行
　ができるように年度の開始前
　に予算を編成し、議会の議決を経る予算。　
　なお、年度の途中で追加編成する予算を補正
　予算といいます。
●一般会計
　市民の暮らしにもっとも深い関わりがある会
　計で、市が行う仕事の基本的な経費を中心に
　予算計上されています。
●特別会計
　特定の事業を行う場合、特定の収入を特定の
　支出にあて、一般会計と区別して整理する会
　計
●水道事業会計
　地方公営企業法に基づいた独立採算の公営企
　業で竹田地域の一部に上水道を供給していま
　す。

選挙へＧＯ！　大分県知事選挙・大分県議会議員選挙
投票日　４月８日㈰　投票時間  午前7時～午後6時

　４月８日は、大分県知事選挙及び大分県議会議員選
挙の投票日です。
　有権者の皆さんは、入場整理券に記載されている投
票所へ入場整理券を持参して投票してください。
　入場整理券をなくした場合は、投票所で再作成して
もらうことができます。
投票所
　竹田　　竹田幼稚園
　岡本　　岡本小学校体育館
　明治　　明治地区多目的集会所
　豊岡　　豊岡小学校体育館
　城原　　城原地区館
　宮城　　宮城分館
　玉来　　玉来分館体育館
　松本　　松本分館
　菅生　　菅生農村環境改善センター
　入田　　祖峰小学校体育館
　嫗岳　　嫗岳分館
　宮砥　　宮砥分館体育館
　片ヶ瀬　片ヶ瀬集会所
　荻　　　荻中央公民館
　柏原　　柏原公民館
　久住　　久住中央公民館
　白丹　　白丹公民館
　都野　　都野公民館
　長湯　　直入総合支所大会議室
　下竹田　下竹田小学校体育館
※下竹田小学校は３月に閉校となりましたが、投票所
　は変わりません。
※投票時間は、各投票所とも７時から 18時までです。

■期日前投票
　投票日当日に、仕事や旅行、レジャー、冠婚葬祭等
の用務がある等、一定の事由によりどうしても投票所
に行けない人は、期日前投票をすることができます。
期日前投票期間　４月７日㈯まで
各地域の期日前投票所
　竹田地域　竹田市役所３階会議室
　荻地域　　荻総合支所１階会議室
　久住地域　久住総合支所３階会議室
　直入地域　直入総合支所大会議室
※選挙人名簿に記載された各地域の期日前投票所で投
　票してください。
※入場整理券が届いている場合は期日前投票の際ご持
　参ください。
※期日前投票時間は、各期日前投票所とも午前８時 30
　分から午後 8時までです。

■郵便投票
　重度の身体障がい者等で、事前に交付を受けた郵便
投票証明書を持っている人に限って、自宅において投
票し郵便で投票できます。

■施設での不在者投票
　県指定の病院、老人ホーム等に入院、入所されてい
る人は、病院、施設で不在者投票ができますので施設
の事務の方に申し出てください。

■開　票
　午後８時から竹田市体育センターで行います。
●お問い合せ　竹田市選挙管理委員会
　平　日　☎ 63-1111（内線 160・161）
　時間外　☎ 63-4814
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＋

燃やせるごみ、資源ごみが変わります！
燃やせるごみに出せるようになりました。4月より
プラマークのないもの

バケツ等　　　　タッパ　 ビデオテープ等 定　規　　　　ポリタンク
（燃えるごみの袋に入れる、入らない場合は小さくして入れる）

資源ごみ古紙類

雑　誌　　　　　　　 新聞紙　　　　　 ダンボール

出し方の注意点

十字にむすんで出してください。

牛乳・ジュースの紙パックは
洗って→開いて→乾かして出してください。

紙袋・紙箱・包装紙等は、雑誌類として出します。

ハガキ・明細書・メモ用紙・封筒等

シュレッダー（裁断）したものはピンクの袋に入れて古紙回収日に出してください。

●お問い合せ　環境衛生課　☎ 63-1111（内線 181・182）　清掃センター　☎ 68-2819

・「ごみ」は指定された日時、指定された場所に出してください。
・地域により時間指定収集を試験的に行いましたが、時間指定収集を
　終了しましたので、すべてのごみは「朝８時まで」に出してください。

 竹田市国民保護計画について
　竹田市では、台風や地震といった自然災害だけではなく、武力攻撃や
大規模テロといった有事にも対応し、市民の皆さんの生命や身体、財産
を保護するため、「竹田市国民保護計画」を策定しました。
　この計画につきましては、本庁は総務課、各総合支所は地域振興課、
または、竹田市公式ホームページで閲覧することができます。
●お問い合せ　総務課消防交通係　☎ 63 ‒ 1111（内線 213）

CD
CD ケース
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ケーブルテレビって何？
　現代社会は情報化社会と言われています。たとえば今、何気なく使って
いる携帯電話は10年前にお持ちでしたか？　インターネットを利用して
情報収集や買い物をしていたでしょうか？
　このように急速に発展、拡大していく情報化社会に対応するため、竹田
市ではケーブルテレビの整備が必要です。

　
ケ
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ブ
ル
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１
．
難
視
聴
対
策

　
竹
田
市
は
起
伏
の
激
し
い
地
形

の
た
め
、
多
く
の
難
視
聴
地
区
が

存
在
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
山
間

地
を
中
心
に
共
同
ア
ン
テ
ナ
で
テ

レ
ビ
を
視
聴
し
て
い
る
世
帯
が
１
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を
超
え
ま
す
。
さ
ら
に
、
弱
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電
波
で
テ
レ
ビ
を
視
聴
さ
れ
て
い

る
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帯
も
あ
り
、
企
画
情
報
課
が

市
民
を
対
象
に
行
っ
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ア
ン
ケ
ー

ト
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は
、
３
割
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方
が
よ
く
映
ら

な
い
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
あ
る
と
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答

し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
地
上
デ

ジ
タ
ル
放
送
が
始
ま
り
ま
す
が
、

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
は
電
波
の
受

信
環
境
が
従
来
と
は
異
な
り
、
難

視
聴
地
域
に
も
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化
が
あ
る
と
考

え
ら
れ
て
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す
。

　
こ
の
た
め
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放

送
開
始
に
向
け
た
難
視
聴
対
策
と

し
て
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
取
り

組
み
ま
す
。
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．
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ー
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ン
ド
環
境
の
整
備

　
現
在
、
竹
田
市
で
は
、
旧
市
町

中
心
部
以
外
の
地
域
で
は
ブ
ロ
ー

ド
バ
ン
ド
環
境
が
整
備
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
環
境

が
整
っ
て
い
な
い
地
域
で
は
、
パ

ソ
コ
ン
を
利
用
す
る
た
め
の
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
等
の
更
新
に
多
く
の
時

間
を
要
す
る
等
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
活
用
に
支
障
を
き
た
し
て
い

ま
す
。

　
現
在
の
経
済
活
動
に
お
い
て
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用
は
必
要
不

可
欠
で
す
。
ま
た
、
個
人
の
生
活

に
お
い
て
も
情
報
の
収
集
、
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
等
に
活
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
後
は
動
画
の
視
聴
も
普
及

す
る
こ
と
か
ら
、
大
容
量
の
高
速

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
環
境
整
備
の
た

め
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
そ
の
整

備
を
行
い
ま
す
。

３
．
行
政
放
送
等
の
１
本
化

　
現
在
竹
田
市
が
行
っ
て
い
ま
す

行
政
放
送
は
旧
市
町
で
整
備
さ
れ

た
防
災
無
線
を
利
用
し
て
お
り
、

シ
ス
テ
ム
の
１
本
化
が
で
き
な
い

た
め
、
旧
市
町
ご
と
に
放
送
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
行
政
か
ら
の
情
報
の
１
本

化
に
よ
り
、
各
地
域
の
情
報
を
共

有
す
る
体
制
を
整
備
し
ま
す
。

 

い
つ
整
備
を
行
う
の
で
す
か

　
平
成
19
年
度
に
実
施
設
計
を
行

い
ま
す
。
そ
の
後
工
事
に
取
り
か

か
り
、
平
成
23
年
の
ア
ナ
ロ
グ
放

送
終
了
前
ま
で
に
は
整
備
を
完
了

す
る
予
定
で
す
。

●
お
問
い
合
せ
　
企
画
情
報
課

　
☎
63‒

１
１
１
１

　（
内
線
２
２
３
・
２
２
４
）

↑地上アナログとデジタル放送の比較実験 ↑ケーブルテレビを利用した行事案内（某市）

ケーブルテレビ特集第2回
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※アナログテレビは VHF と UHF 端子がありますが、デジタルテレビはUHF 端子のみになります。

BS・CS アンテナ

基本チャンネル　何台でも可
有料チャンネル
　テレビ１台にSTB１台が必要

Ｏ
Ｎ
Ｕ

分
配
器

アナログTV

告知端末 インターネット

地デジ対応TV

分配器

IP電話

STB（有料チャンネル用）

デジタル
チューナー

地デジ対応TV

2011年7月24日までにアナログテレビ放送
は終了し、デジタル放送に完全に移行します。

地上デジタル放送を視聴するには？
C. ケーブルテレビで視聴するB. デジタルチューナーを買い足すA. テレビを買い換える

現在アナログテレビをお使いの方は、
地上デジタル放送対応テレビをお買
い求めになれば、ハイビジョンの高
画質やデータ放送等のデジタル機能
をお楽しみいただけます。テレビに
よって、機能、特徴等が異なります
ので、詳しくは店頭でご確認くださ
い。※ＵＨＦアンテナの設置が別途必要な
場合があります。

現在お使いのアナログテレビをアナ
ログ放送終了後もそのままお使いに
なる場合は、デジタルチューナーを
買い足す必要があります。なお、お
使いのテレビの機種によってはハイ
ビジョン放送や一部のデジタル機能
をお楽しみいただけない場合があり
ます。※ＵＨＦアンテナの設置が別途必要
な場合があります。

ケーブルテレビ専用のセットトップ
ボックスを使用し、現在お使いのア
ナログテレビで地上デジタルテレビ
放送をご覧になれる場合があります。
ケーブルテレビによっては、地上デ
ジタル対応テレビやデジタルチュー
ナーが必要な場合もあります。

ケーブルテレビ視聴のイメージ
　下の図のお宅では、光ケーブルを使用したケーブルテレビに接続して、地上デジタル放送の視聴やイ
ンターネット・IP 電話を利用しています。（既に BS・CS アンテナで衛星放送を視聴している場合は、そ
のまま利用できます）
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競　技　日　程
ソフトボール　2008年9月28日～30日
ラグビー　　2008年10月3日～7日
山　　岳　　2008年10月3日～5日
国体まで
　　あと545日

チャレンジ ! おおいた国体
竹田市実行委員会
TEL （63）4822
FAX （62）3488

e-mail:kokusui@city.taketa.lg.jp
　国体・掲載記事に関するご意
見、お問い合わせは上記まで　

　このようなボランティア活動があります

・受付、案内　　来場者の案内、受付での資料配付等を行います。
・誘導、介助　　会場までの誘導、車いすの方等の介助を行います。
・会場管理　　　会場内の清掃活動、入場整理、座席案内等を行います。
・会場サービス　弁当の配布や、休憩所でのドリンクサービス等を行います。
・競技補助員　　競技の運営、進行をスムーズに行うための活動を行います。
・駐車場整理　　駐車場の整理や会場内での誘導等を行います。
・花いっぱい運動　竹田市を花で装飾し、訪れる人々を歓迎しようと長期的
　　　　　　　 に渡って活動します。
・クリーンアップ運動　会場周辺、市内の清掃、美化活動を行い、きれいな
　　　　　　　 環境でおもてなしをする活動です。
・記録・広報　　大会の様子を、写真やビデオ等に残していただく作業です。
・PR ボランティア　PRのぼりの設置、マスコット着ぐるみの活用、啓発グ
　　　　　　　 ッズの配布等大会 PRを行います。

〔専門ボランティア〕
・手話、筆耕、要約筆記など専門的な活動
　を行います。

〔大会サポーター〕
・大会会場に足を運び選手に声援を送って
　いただくだけでも、大きなボランティア
　になります。

堀　美代子さん（竹田・上角）ボランティアガイド
　友人から誘われて勉強会に参加したのがはじまりです。初めてガイドに
出た時は、他のガイドさんの後についていくだけでした（笑）。「自分なり
のガイドをすればいい」というアドバイスが励みになっています。ガイド
をする時は観光客の要望に合わせてルートや案内内容を考えています。観
光日程は決められているので、ガイドもその時間の中で行わないといけま
せん。竹田の良さをたくさんの人に知ってもらいたいので伝えたいことは
たくさんあるのですが、納得のいくガイドはなかなかできないですね。失
敗もたくさんありますが自分のためになることが多いです。
　ボランティア活動と言われると構えるところもあると思いますが、仲間
がいるので困っていても手をさしのべてくれます。「やってみようかな」
という気持ちだけで十分活動はできると思いますよ。

　半世紀に一度のスポーツイベント「国体」がここ竹田の地にやってきます。ソフト
ボール・ラグビー・山岳、どの競技も一流選手による魅力のあるプレーが期待できます。
　しかし、魅力あるプレーを生み出すのは市民皆さん一人一人の応援、支えが必要で
す。ボランティアは専門的なことから、身近な活動まで、皆さんの個性に合わせて行
うことができます。
　「私でもできるかな？」そう思ったら、迷わず竹田市役所国体推進室へ !!

あ
な
た
も「
め
じ
ろ
ん
応
援
隊
」に
!!

            　
　
　

〜
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
〜

↑のじぎく兵庫国体でのボランティア
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めじろんが

行く!!
竹田路に
春がやってきた!

第49回大分合同県内一周駅伝
↓ファイト～ !!（本庁前にて）

↑おや、めじろんが 3 羽も…
　（久住・公益社前にて）

↓暑い中がんばりました

第20回岡の里
名水マラソン大会

第9回
岡藩城下町
　　ひな祭り

←めじろん、お友達と一緒
　に「めじろんダンス」

↓この帽子、にあう !?
　（竹田・歴史資料館）

　竹田にずっと住んでいたのですが、町のこと
を知る機会がなく、県外からの友人を案内する
ときに知識として持っていると便利かなあと思
い、勉強会に参加しました。後に地元の友人達
の中でボランティアガイドを発足しようという
話がでてきたのが活動の始まりです。勉強して
いくうちに竹田という町は歴史や文化の深いと
ころであるということがわかりました。また、
ガイドを通じてたくさんの人との出会い、交流
があり、私自身の心の活力にもなっています。
少ない時間の中で「また竹田を訪れたいな」と
感じてもらえるように日々勉強をしています。
たくさんの人に竹田の良さを知らせていきたい
ですね。

　竹田市で開催されてい
るソフトボールの大会で
頑張っている選手や審判、
スタッフの皆さんを見て
いるうちに、自分たちに
もできることはないかと、
同じ思いを抱いていた人
と接待等を手伝うよう
になりました。大変です
けど、いろいろな人と協
力しあって頑張っていま
す。
　今度の国体は、地元で
全国レベルの選手を見る
ことができるまたとない
チャンスです。私も楽し
みにしています。そして、
たくさんの人にボランテ
ィア参加してほしいと思
います。

岩見トシ子さん
（竹田・久戸谷）　
観光ボランティア
ガイド

伊東　竹美さん
（竹田・君ヶ園）　
ソフトボール接待・
手話ボランティア

久
住
総
合
運
動
公
園
施
設
整
備
の
お
知
ら
せ

　

国
体
に
向
け
て
、
久
住
総
合
運
動
公
園
野
球
コ
ー
ト
施
設
を
整
備
し
ま

す
。
工
事
・
芝
養
生
期
間
中
は
施
設
を
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

使
用
中
止
施
設

　

久
住
総
合
運
動
公
園　

野
球
コ
ー
ト
及
び
ソ
フ
ト
コ
ー
ト
（
ハ
ウ
ス
前
）

　
（
ソ
フ
ト
コ
ー
ト
〔
ハ
ウ
ス
前
〕
も
芝
を
共
用
し
て
い
る
た
め
）

使
用
中
止
期
間　

平
成
19
年
５
月
中
旬
頃
〜
10
月
下
旬
頃
ま
で

　

利
用
者
の
方
々
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
ご
不
明
な
点
等
は
久
住
教
育
課
及
び
国

体
推
進
室
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ

　

久
住
教
育
課　

施
設
管
理
担
当　

☎
76‒

０
７
１
７

　

国
体
推
進
室　

工
事
担
当　
　
　

☎
63‒

４
８
２
２

と
み
ぃ
の
部
屋

　

い
よ
い
よ
本
格
的
な
ス
ポ
ー
ツ
シ
ー
ズ
ン

の
到
来
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
が
大
好
き
な
「
め

じ
ろ
ん
」
と
私
は
こ
の
時
を
今
か
今
か
と
待

っ
て
い
ま
し
た
。
気
候
も
良
く
な
り
、
ス
ポ

ー
ツ
を
す
る
の
も
見
る
の
も
一
番
良
い
時
期

で
す
ね
。
今
年
に
入
っ
て
、ラ
グ
ビ
ー
、水
球
、

駅
伝
…
と
今
ま
で
見
た
こ
と
の
な
か
っ
た
ス

ポ
ー
ツ
を
見
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
競
技

が
違
っ
て
も
ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
い
る
人
を
見

る
と
競
技
の
楽
し
さ
が
プ
レ
ー
に
出
て
、
そ

の
表
情
は
と
て
も
素
敵
で
す
。
だ
か
ら
感
動

す
る
ん
で
す
よ
ね
。
も
っ
と
も
っ
と
た
く
さ

ん
の
競
技
を
見
に
行
き
た
い
で
す
。
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
も
ま
も
な
く
開
幕
で
す
！　

め
じ
ろ

ん
は
応
援
に
、
私
は
プ
レ
ー
に
が
ん
ば
り
ま

す
！　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
と
み
ぃ
）

ボランティア実践中!!
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ぼくたち・わたしたちの学び舎

竹　田
幼稚園

竹　　田
養護学校

 

自
分
の
力
で

　
が
ん
ば
る
子
ど
も
に
！

　
本
園
は
竹
田
、
豊
岡
、
岡
本
、

明
治
、
城
原
、
宮
城
台
の
６
校

区
か
ら
な
り
、
本
年
度
の
園
児

数
は
34
名
で
す
。

一
．
元
気
な
子
ど
も

二
．
考
え
る
子
ど
も

三
．
思
い
や
り
の
あ
る
子
ど
も

を
目
標
に
、
小
学
校
と
の
交
流

を
は
じ
め
、
地
域
や
高
齢
者
、

公
立
幼
稚
園
３
園
の
交
流
の
場

で
あ
る
な
か
よ
し
幼
稚
園
を
計

画
し
、
園
児
が
心
豊
か
に
育
つ

よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。

　
園
長
が
小
学
校
長
と
の
兼
任

で
あ
る
た
め
小
学
校
と
も
密
接

な
つ
な
が
り
が
あ
り
、
遠
足
や

運
動
会
等
の
行
事
に
参
加
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
小
学
校
と
同

じ
給
食
も
あ
り
、
園
で
給
食
指

導
も
し
て
い
ま
す
。

　
幼
稚
園
教
育
は
華
や
か
さ
は

な
く
と
も
、
人
と
し
て
最
も
大

切
で
あ
る
「
心
」「
生
き
る
力
」

を
育
て
る
こ
と
を
第
一
に
考
え

て
い
ま
す
。
　
　（
芳
中
恵
子
）

 

地
域
や
保
護
者
に

　
信
頼
さ
れ
る
教
育
を
！

　
本
校
は
県
立
移
管
か
ら
来
年

度
創
立
30
周
年
を
迎
え
る
、
県

内
に
16
校
あ
る
特
別
支
援
学
校

の
中
の
一
校
で
す
。

　
児
童
生
徒
数
は
11
名
か
ら
昨

年
44
名
、
本
年
52
名
と
増
加
し

て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
高
等
部

の
分
教
室
設
置
後
初
の
卒
業
生

を
送
り
出
し
ま
し
た
。

　「
地
域
や
保
護
者
に
信
頼
さ
れ

る
教
育｣

を
目
指
し｢

明
る
く
・

仲
良
く
・
元
気
よ
く
」を
モ
ッ
ト
ー

に
、
日
常
生
活
や
社
会
生
活
に

必
要
な
力
・
集
団
生
活
や
職
業

生
活
に
適
応
す
る
力
の
獲
得
を

目
指
し
、
児
童
生
徒
教
師
一
丸
と

な
っ
て
日
々
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　
交
流
教
育
や
教
育
相
談
で
地

域
と
の
交
流
や
連
携
を
図
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
な
か
よ
し
祭

り
や
宿
泊
合
宿
・
遠
足
等
の
多

彩
な
行
事
が
あ
り
ま
す
。
特
別

支
援
学
校
を
知
っ
て
も
ら
う
た

め
に
も
一
度
本
校
に
来
て
み
ま

せ
ん
か
。

　
　
　（
麻
生
英
治
）

　
平
成
19
年
４
月
に
合
併
す
る
長
湯
小
学
校
、
下
竹
田
小
学
校
の
閉
校
記

念
式
典
と
卒
業
式
が
そ
れ
ぞ
れ
、
卒
業
生
、
在
校
生
、
先
生
、
地
域
の
皆

さ
ん
等
、
多
く
の
方
が
参
列
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
長
い
歴
史
を
刻
む
両
校
で
、
学
ん
で
き
た
皆
さ
ん
の
思
い
出
は
い
つ
ま

で
も
残
り
ま
す
。
そ
し
て
、
４
月
か
ら
は
直
入
小
学
校
で
学
ぶ
子
ど
も
た

ち
の
元
気
な
声
が
、
地
域
に
響
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

↑長湯小学校閉校記念式典（3/11）

↑長湯小学校卒業式（3/23）

↑下竹田小学校卒業式（3/19）

↑下竹田小学校閉校記念式典（3/24）

あ
り
が
と
う
、長
湯
小
学
校
、下
竹
田
小
学
校
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⑲

　
２
月
、
企
画
情
報
課
の
呼
び

か
け
で
、「
ま
る
ご
と
博
物
館
」

の
執
筆
者
と
、
そ
の
お
世
話
を

す
る
「
歴
史
と
自
然
を
護
る
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
会
長
を
交
え

た
会
議
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
取
材
、
執
筆
の

苦
労
を
ね
ぎ
ら
い
あ
う
と
と
も

に
、
平
成
19
年
度
の
方
針
を
話

し
合
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
ま
る
ご
と
博
物

館
を
綴
っ
て
手
ず
か
ら
冊
子
に

し
た
も
の
を
配
る
と
、
こ
れ
ま

で
に
紹
介
し
た
先
人
を
顕
彰
す

る
碑
や
場
所
が
各
公
園
や
施
設

に
あ
る
こ
と
が
話
題
に
な
り
、

顕
彰
祭
を
毎
年
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
も
あ
る
と
知
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ま
だ
隠
れ
て
い
る
地

域
振
興
に
貢
献
し
た
先
人
を
、

私
達
の
手
で
発
掘
す
る
こ
と
の

意
義
も
語
り
合
い
ま
し
た
。

　
竹
田
市
の
財
政
の
厳
し
さ
が

危
機
感
を
持
っ
て
語
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
人
々
の
心
の
中
か
ら

こ
う
し
た
先
人
た
ち
を
忘
却
の

彼
方
に
追
い
や
っ
て
し
ま
う
こ

先人の工夫と知恵を伝えるために
と
も
、
大
き
な
危
機
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
先
人
た
ち
に
学

ぶ
中
に
、
多
く
の
工
夫
と
知
恵

が
得
ら
れ
る
こ
と
に
気
づ
き
、

共
に
行
え
ば
課
題
を
解
決
す
る

勇
気
も
湧
い
て
く
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

　「
自
分
達
の
暮
ら
し
は
自
分

達
の
力
で
」
と
言
わ
れ
る
昨
今
、

こ
う
し
た
先
人
の
歩
み
を
大
き

な
財
産
と
し
て
活
か
し
生
き
る

こ
と
が
賢
い
生
き
方
で
し
ょ
う
。

　
よ
り
多
く
の
市
民
に
先
人
を

知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
課
題

で
す
。
観
光
振
興
計
画
の
基
本

理
念
と
し
て
い
る
エ
コ
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
の
考
え
方
で
い
け
ば

「
屋
根
の
な
い
顕
彰
館
」
づ
く

り
を
構
想
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
あ
る
程
度
ま
と
め
て

冊
子
に
し
て
普
及
す
る
と
い
う

提
案
も
出
て
き
ま
し
た
。

　
普
及
の
た
め
に
ふ
く
ら
む
夢

や
思
い
を
募
ら
せ
、
執
筆
に
励

ん
で
い
き
ま
す
。

（
歴
史
と
自
然
を
護
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
）

「歩き続けること」

第19回

T
た お

AO
.

どっと

　コ
こ ら む

ラムつれづれ
　   えっせい

　
Ｔ
Ａ
Ｏ
２
は
、
今
年
も
３
月
の

新
宿
コ
マ
劇
場
を
皮
切
り
に
４
か

月
間
の
北
島
三
郎
公
演
に
（
東
京
・

大
阪
・
名
古
屋
・
博
多
）
出
演
す
る
。

実
に
13
年
目
に
な
る
。

　
私
達
は
結
成
以
来
、
太
鼓
を
世

界
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
に
す

る
為
に
沢
山
の
夢
を
語
り
、
沢
山

の
時
間
を
か
け
て
Ｔ
Ａ
Ｏ
を
創
っ

て
き
た
。
何
も
分
ら
ず
こ
の
世
界

に
飛
び
込
ん
だ
私
達
に
は
、
全
て

が
新
鮮
で
、
驚
き
と
感
動
の
連
続

だ
っ
た
。
無
我
夢
中
で
あ
っ
と
い

う
間
に
10
年
が
過
ぎ
、
世
界
デ
ビ

ュ
ー
を
果
た
し
た
今
は
、
日
々
、

同
じ
こ
と
を
続
け
る
難
し
さ
に
向

き
合
っ
て
い
る
。

　
昨
年
45
周
年
を
迎
え
た
北
島
三

郎
さ
ん
が
、「
一
つ
の
区
切
り
を

つ
け
て
、
今
年
は
出
陣
し
ま
す
」

と
語
っ
て
い
る
。
私
達
の
３
倍

も
の
時
間
を
歩
ん
で
き
た
サ
ブ

ち
ゃ
ん
。
北
島
三
郎
公
演
と
い

う
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
で
、
毎
年

30
万
人
を
超
え
る
観
客
を
魅
了

し
続
け
て
い
る
。

　
私
達
は
、
い
つ
も
新
し
い
気

持
ち
を
持
つ
事
、
初
心
に
返
る

事
を
北
島
公
演
で
学
ん
で
き
た
。

　
私
が
そ
う
で
あ
っ
た
様
に
、

Ｔ
Ａ
Ｏ
２
の
若
い
メ
ン
バ
ー
達

が
北
島
さ
ん
の
生
き
様
を
学
び
、

永
遠
に
感
動
し
続
け
る
ス
テ
ー

ジ
を
共
に
目
指
し
て
、
今
日
も

「
祭
」
を
演
奏
す
る
。

　（
Ｔ
Ａ
Ｏ
メ
ン
バ
ー

　
佐
藤
健
治
）

 

住
宅
用
火
災
警
報
器

　
平
成
18
年
６
月
１
日
か
ら
、
個

人
の
住
宅
に
お
い
て
も
住
宅
用
火

災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら

れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
住
宅
を
新

築
さ
れ
る
方
は
必
ず
設
置
を
お
願

い
し
ま
す
。
但
し
、
既
存
住
宅
へ

の
竹
田
市
で
の
適
用
時
期
は
平
成

23
年
６
月
１
日
で
す
。

　
な
お
、
性
能
が
不
足
し
た
機
器

を
販
売
す
る
悪
質
な
業
者
に
は
く

れ
ぐ
れ
も
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
火
災
警
報
器
の
種
類
、
設
置
箇

所
、
個
数
等
、
詳
し
く
は
左
記
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ

　
竹
田
消
防
署
予
防
課

　
☎
63‒

０
１
１
９

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
相
談
室

　
☎
０
１
２
０‒

５
６
５‒

９
１
１

　（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
、
月
〜
金

　
９
時
〜
17
時
）
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竹
田
市
人
事
異
動

　
【
平
成
19
年
４
月
１
日
付
（ 

）
内
は
旧
役
職
】

■
部　

長

▽
総
務
企
画
部
長
（
総
務
企
画
部
付
参
事
兼
竹

田
温
泉
花
水
月
館
長
）
後
藤
栄
三
▽
市
民
福
祉

部
長
（
財
政
課
長
）
木
部
幸
義
▽
産
業
建
設
部

長
（
建
設
課
長
）
村
上
長
生
▽
会
計
管
理
者
兼

会
計
課
長
（
教
育
次
長
）
田
北
眞
輔
▽
荻
総
合

支
所
長
（
環
境
衛
生
課
長
）
菅
良
二
▽
久
住
総

合
支
所
長
（
議
会
事
務
局
長
）
田
尻
純
一
▽
直

入
総
合
支
所
長
（
総
務
企
画
部
長
）
岩
屋
千
利

▽
国
体
推
進
監
（
総
務
課
長
兼
行
政
改
革
推
進

室
長
）
阿
南
正
治
▽
教
育
次
長
（
市
民
福
祉
部

長
）
三
宮
繁
臣
▽
議
会
事
務
局
長
（
久
住
総
合

支
所
長
）
木
村
信
義

■
課　

長

▽
総
務
課
長
兼
行
政
改
革
推
進
室
長
（
福
祉
事

務
所
長
）
堀
一
壽
▽
企
画
情
報
課
参
事
兼
竹
田

温
泉
花
水
月
館
長
（
農
業
委
員
会
事
務
局
長
）

佐
伯
次
人
▽
財
政
課
長
（
直
入
総
合
支
所
産
業

課
長
）
児
玉
龍
明
▽
税
務
課
参
事
兼
管
理
係
長

（
総
務
課
長
補
佐
兼
総
務
係
長
）
工
藤
省
治
▽

保
険
課
長
（
直
入
総
合
支
所
地
域
振
興
課
長
兼

選
挙
管
理
委
員
会
直
入
支
局
長
）
佐
藤
英
俊
▽

健
康
増
進
課
長
（
健
康
増
進
課
長
補
佐
兼
管
理

係
長
）
石
井
八
千
代
▽
環
境
衛
生
課
長
（
久
住

総
合
支
所
地
域
振
興
課
長
兼
選
挙
管
理
委
員
会

久
住
支
局
長
）
釘
宮
恒
憲
▽
人
権
・
同
和
対
策

課
長
（
福
祉
事
務
所
参
事
兼
竹
田
保
育
所
長
・

総
括
所
長
）
後
藤
隆
裕
▽
福
祉
事
務
所
長
（
税

務
課
参
事
兼
管
理
係
長
）
佐
田
亨
▽
福
祉
事
務

所
参
事
兼
竹
田
保
育
所
長
・
総
括
所
長
（
竹
田

学
校
給
食
共
同
調
理
場
長
）
佐
久
間
道
隆
▽
荻

総
合
支
所
市
民
生
活
課
参
事
兼
荻
保
育
所
長
兼

柏
原
保
育
所
長
（
保
険
課
長
補
佐
兼
国
保
・
老

人
医
療
係
長
）
堀
敏
英
▽
畜
産
セ
ン
タ
ー
振
興

課
長
（
荻
教
育
課
長
兼
荻
学
校
給
食
共
同
調
理

場
長
兼
荻
中
央
公
民
館
長
兼
柏
原
公
民
館
長
兼

荻
み
ら
い
館
長
）
伏
田
誠
一
▽
建
設
課
長
（
久

住
総
合
支
所
産
業
課
長
）
本
郷
俊
一
▽
建
設
課

参
事
・
企
画
調
整
担
当
（
直
入
総
合
支
所
建
設

課
長
補
佐
）
菊
池
二
郎
▽
工
事
検
査
課
長
（
建

設
課
参
事
・
企
画
調
整
担
当
）
高
本
可
直
▽
荻

総
合
支
所
地
域
振
興
課
長
兼
選
挙
管
理
委
員

会
荻
支
局
長
（
荻
総
合
支
所
産
業
課
長
）
穴

見
一
男
▽
荻
総
合
支
所
産
業
課
長
（
荻
堆
肥
セ

ン
タ
ー
施
設
長
）
後
藤
昭
一
▽
久
住
総
合
支
所

地
域
振
興
課
長
兼
選
挙
管
理
委
員
会
久
住
支
局

長
（
久
住
総
合
支
所
商
工
観
光
課
長
）
志
賀
義

治
▽
久
住
総
合
支
所
市
民
生
活
課
長
（
直
入
総

合
支
所
地
域
振
興
課
長
補
佐
兼
選
挙
管
理
委
員

会
直
入
支
局
次
長
）
古
荘
益
美
▽
久
住
総
合
支

所
産
業
課
長
（
畜
産
セ
ン
タ
ー
振
興
課
長
）
吉

野
修
一
▽
久
住
総
合
支
所
商
工
観
光
課
長
（
健

康
増
進
課
長
）
工
藤
久
憲
▽
久
住
総
合
支
所
建

設
課
長
（
久
住
総
合
支
所
市
民
生
活
課
長
）
荒

牧
真
一
▽
直
入
総
合
支
所
地
域
振
興
課
長
兼
選

挙
管
理
委
員
会
直
入
支
局
長
（
保
険
課
長
）
吉

野
幸
一
▽
直
入
総
合
支
所
産
業
課
長
（
教
育
委

員
会
総
務
課
長
兼
図
書
館
長
）
秋
岡
忠
明
▽
教

育
委
員
会
総
務
課
長
兼
図
書
館
長
（
荻
総
合
支

所
地
域
振
興
課
長
兼
選
挙
管
理
委
員
会
荻
支
局

長
）
井
徹
治
▽
中
央
公
民
館
長
兼
文
化
会
館
長

兼
佐
藤
義
美
記
念
館
長
（
荻
総
合
支
所
市
民
生

活
課
長
補
佐
兼
荻
保
育
所
長
兼
柏
原
保
育
所

長
）
倉
原
準
一
▽
竹
田
学
校
給
食
共
同
調
理
場

長
（
直
入
教
育
課
長
兼
直
入
学
校
給
食
共
同
調

理
場
長
兼
Ｂ
＆
Ｇ
直
入
海
洋
セ
ン
タ
ー
所
長
兼

直
入
中
央
公
民
館
長
）
塩
谷
寛
▽
荻
教
育
課
長

兼
荻
学
校
給
食
共
同
調
理
場
長
兼
荻
中
央
公
民

館
長
兼
柏
原
公
民
館
長
兼
荻
み
ら
い
館
長
（
環

境
衛
生
課
長
補
佐
兼
環
境
衛
生
係
長
）
内
田
賢

一
▽
直
入
教
育
課
長
兼
直
入
学
校
給
食
共
同
調

理
場
長
兼
Ｂ
＆
Ｇ
直
入
海
洋
セ
ン
タ
ー
所
長
兼

直
入
中
央
公
民
館
長
（
人
権
・
同
和
対
策
室
長
）

吉
岡
幸
二
▽
農
業
委
員
会
事
務
局
長
（
監
査
事

務
局
長
）
吉
村
博
▽
監
査
事
務
局
長
（
会
計
課

長
）
渡
辺
栄
一

■
課
長
補
佐

▽
総
務
課
長
補
佐
兼
総
務
係
長
兼
人
権
・
同
和

対
策
課
長
補
佐（
荻
総
合
支
所
産
業
課
長
補
佐
）

後
藤
誠
▽
行
政
改
革
推
進
室
長
補
佐
（
教
育
委

員
会
総
務
課
施
設
管
理
係
長
）
佐
藤
洋
介
▽
企

画
情
報
課
長
補
佐
兼
情
報
化
推
進
係
長
（
議
会

事
務
局
庶
務
係
長
）
大
塚
直
広
▽
保
険
課
長
補

佐
兼
国
保
・
老
人
医
療
係
長
（
荻
総
合
支
所
市

民
生
活
課
長
補
佐
）
後
藤
俊
治
▽
健
康
増
進
課

長
補
佐
兼
管
理
係
長
（
久
住
教
育
課
長
補
佐
）

本
郷
純
司
▽
環
境
衛
生
課
長
補
佐
兼
環
境
衛
生

係
長
（
建
設
課
道
路
管
理
係
長
）
立
川
昌
男
▽

人
権
・
同
和
対
策
課
長
補
佐
兼
人
権
・
同
和
対

策
係
長
（
人
権
・
同
和
対
策
室
長
補
佐
兼
人

権
・
同
和
対
策
係
長
）
加
藤
富
美
男
▽
市
民
課

長
補
佐
兼
市
民
係
長
兼
人
権
・
同
和
対
策
課
長

補
佐
（
市
民
課
長
補
佐
兼
市
民
係
長
）
黒
田
智

子
▽
農
林
畜
産
課
長
補
佐
兼
林
業
振
興
係
長
兼

人
権
・
同
和
対
策
課
長
補
佐
（
農
林
畜
産
課
長

補
佐
兼
林
業
振
興
係
長
）
下
藤
由
典
▽
荻
総
合

支
所
市
民
生
活
課
長
補
佐
兼
人
権
・
同
和
対
策

課
長
補
佐（
荻
総
合
支
所
市
民
生
活
課
長
補
佐
）

後
藤
正
子
▽
久
住
総
合
支
所
市
民
生
活
課
長
補

佐
兼
人
権
・
同
和
対
策
課
長
補
佐
（
久
住
総
合

支
所
市
民
生
活
課
長
補
佐
）
井
誠
一
郎
▽
直
入

総
合
支
所
市
民
生
活
課
長
補
佐
兼
人
権
・
同
和

対
策
課
長
補
佐
（
直
入
総
合
支
所
市
民
生
活
課

長
補
佐
）
津
島
一
登
▽
福
祉
事
務
所
次
長
兼
生

活
保
護
係
長
（
農
業
委
員
会
事
務
局
次
長
兼
農

地
係
長
）
大
石
健
市
▽
竹
田
保
育
所
次
長
兼
保

育
係
長
（
荻
保
育
所
保
育
係
長
）
後
藤
ふ
き
子

▽
荻
保
育
所
次
長
兼
保
育
係
長
（
竹
田
保
育
所

保
育
係
長
）
石
井
と
も
子
▽
耕
地
課
長
補
佐
兼

地
籍
調
査
係
長
（
久
住
総
合
支
所
建
設
課
長
補

佐
）
工
藤
清
徳
▽
建
設
課
長
補
佐
兼
建
築
係
長

（
建
設
課
建
築
係
長
）
野
村
忠
▽
工
事
検
査
課

長
補
佐
兼
検
査
係
長
（
耕
地
課
長
補
佐
兼
大
野

川
上
流
開
発
係
長
）
工
藤
三
郎
▽
荻
総
合
支
所

産
業
課
長
補
佐
（
生
涯
学
習
課
長
補
佐
兼
生
涯

学
習
係
長
）
原
田
敏
治
▽
久
住
総
合
支
所
建
設

課
長
補
佐（
耕
地
課
長
補
佐
兼
地
籍
調
査
係
長
）

大
塚
俊
裕
▽
直
入
総
合
支
所
地
域
振
興
課
長
補

佐
兼
選
挙
管
理
委
員
会
直
入
支
局
次
長
（
図
書

館
次
長
）
後
藤
美
穂
子
▽
直
入
総
合
支
所
建
設

課
長
補
佐
（
直
入
総
合
支
所
市
民
生
活
課
長
補

佐
）
近
藤
寿
民
▽
生
涯
学
習
課
長
補
佐
兼
生
涯

学
習
係
長
（
行
政
改
革
推
進
室
長
補
佐
）
吉
野

健
一
▽
文
化
財
課
長
補
佐
（
文
化
財
課
長
補
佐

兼
文
化
財
管
理
係
長
）
柳
井
文
紀
子
▽
図
書
館

次
長（
企
画
情
報
課
長
補
佐
兼
企
画
調
整
係
長
）

阿
南
靖
弘
▽
久
住
教
育
課
長
補
佐
（
税
務
課
課

税
係
長
）
上
野
寿
雄
▽
農
業
委
員
会
事
務
局
次

長
兼
農
地
係
長
（
久
住
総
合
支
所
市
民
生
活
課

長
補
佐
）
楢
木
野
康
雄

■
係　

長

▽
企
画
情
報
課
ま
ち
づ
く
り
推
進
係
長
（
財
政

課
）
清
水
禎
治
▽
税
務
課
課
税
係
長
（
市
民
課

年
金
係
長
）阿
南
光
記
▽
市
民
課
年
金
係
長（
農

林
畜
産
課
庶
務
係
長
）
和
田
春
美
▽
保
険
課
介

護
保
険
係
長
（
企
画
情
報
課
ま
ち
づ
く
り
・
情

報
化
推
進
係
長
）
後
藤
新
一
▽
健
康
増
進
課
健

康
増
進
係
長
（
健
康
増
進
課
健
康
増
進
係
）
甲

斐
香
代
子
▽
福
祉
事
務
所
子
育
て
支
援
係
長

（
保
険
課
国
保
・
老
人
医
療
係
）
和
田
雪
子
▽

養
護
老
人
ホ
ー
ム
南
山
荘
生
活
相
談
係
長
（
養
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護
老
人
ホ
ー
ム
南
山
荘
生
活
指
導
係
長
）
佐
藤

優
子
▽
耕
地
課
庶
務
係
長
（
福
祉
事
務
所
子
育

て
支
援
係
長
）
大
塚
斎
昭
▽
耕
地
課
大
野
川
上

流
開
発
係
長
（
生
涯
学
習
課
社
会
体
育
係
長
）

工
藤
両
一
▽
建
設
課
道
路
管
理
係
長
（
荻
総
合

支
所
建
設
課
係
長
）
橘
伸
一
▽
建
設
課
ダ
ム
・

高
規
格
対
策
係
長
（
建
設
課
ダ
ム
・
高
規
格
対

策
係
）
大
谷
恭
一
▽
工
事
検
査
課
庶
務
係
長

（
久
住
総
合
支
所
商
工
観
光
課
係
長
）
佐
東
龍

二
▽
教
育
委
員
会
総
務
課
施
設
管
理
係
長
（
建

設
課
ダ
ム
・
高
規
格
対
策
係
長
）
志
賀
清
隆
▽

生
涯
学
習
課
社
会
体
育
係
長
（
耕
地
課
庶
務
係

長
）　

後
藤
光
博
▽
文
化
財
課
文
化
財
管
理
係

長
（
文
化
財
課
）
佐
伯
治
▽
議
会
事
務
局
庶
務

係
長
（
保
険
課
介
護
保
険
係
長
）
森
日
登
美

■
一　

般

▽
総
務
課
（
消
防
本
部
）
佐
藤
道
章
▽
総
務
課

（
税
務
課
）佐
田
圭
司
▽
企
画
情
報
課（
税
務
課
）

渡
辺
康
公
▽
企
画
情
報
課
（
生
涯
学
習
課
）
阿

南
輝
明
▽
企
画
情
報
課
（
商
工
観
光
課
）
佐
藤

禄
恵
▽
企
画
情
報
課
（
市
民
課
）
井
出
剛
▽
企

画
情
報
課
（
直
入
総
合
支
所
地
域
振
興
課
）
佐

藤
淳
一
▽
財
政
課
（
企
画
情
報
課
）
吉
野
秀
樹

▽
税
務
課（
水
道
課
）佐
藤
雅
子
▽
税
務
課（
耕

地
課
）
井
上
清
志
▽
税
務
課
（
直
入
教
育
課
）

峯
野
憲
司
▽
税
務
課
（
荻
教
育
課
）
黒
林
達
也

▽
市
民
課
（
久
住
総
合
支
所
建
設
課
）
磯
野
俊

彦
▽
保
険
課
（
会
計
課
）
柴
尾
浩
昭
▽
保
険
課

（
直
入
総
合
支
所
市
民
生
活
課
）
後
藤
惟
稔
▽

保
険
課
（
久
住
総
合
支
所
市
民
生
活
課
）
工
藤

美
紀
▽
保
険
課（
直
入
総
合
支
所
市
民
生
活
課
）

伊
藤
有
香
▽
保
険
課
付
大
分
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
派
遣
（
保
険
課
）
吉
村
優
香
▽
健

康
増
進
課
（
荻
総
合
支
所
市
民
生
活
課
）
伊
藤

さ
お
り
▽
健
康
増
進
課
（
直
入
総
合
支
所
市
民

生
活
課
）
佐
藤
知
恵
美
▽
福
祉
事
務
所
（
荻
総

合
支
所
市
民
生
活
課
）
倉
原
邦
夫
▽
福
祉
事
務

所
（
企
画
情
報
課
）
山
村
孝
二
▽
福
祉
事
務
所

（
久
住
総
合
支
所
市
民
生
活
課
）
足
立
達
哉
▽

荻
保
育
所
（
柏
原
保
育
所
）
増
山
加
寿
恵
▽
柏

原
保
育
所
（
荻
保
育
所
）
繁
野
加
奈
▽
農
林
畜

産
課
（
教
育
委
員
会
総
務
課
）
衞
藤
和
恵
▽
農

林
畜
産
課
（
税
務
課
）
甲
斐
正
寿
▽
農
林
畜
産

課
（
久
住
総
合
支
所
地
域
振
興
課
）
加
藤
剛
▽

農
林
畜
産
課
（
財
政
課
）
佐
田
達
也
▽
畜
産
セ

ン
タ
ー
（
総
務
課
）
若
杉
浩
司
▽
耕
地
課
（
水

道
課
）
工
藤
松
男
▽
耕
地
課
（
税
務
課
）
吉
野

正
臣
▽
耕
地
課
（
建
設
課
）
今
澤
盛
治
▽
耕
地

課
（
荻
総
合
支
所
産
業
課
）
後
藤
誠
郎
▽
耕
地

課（
畜
産
セ
ン
タ
ー
）内
柳
雅
浩
▽
耕
地
課（
久

住
総
合
支
所
建
設
課
）大
森
康
司
▽
耕
地
課（
直

入
総
合
支
所
建
設
課
）
山
村
明
▽
商
工
観
光
課

（
税
務
課
）
佐
藤
正
子
▽
建
設
課
（
久
住
総
合

支
所
建
設
課
）
安
藤
信
次
▽
建
設
課
（
農
林
畜

産
課
）
古
澤
眞
治
▽
建
設
課
（
直
入
総
合
支
所

建
設
課
）
佐
藤
俊
郎
▽
建
設
課
（
直
入
学
校
給

食
共
同
調
理
場
）
上
野
裕
美
▽
建
設
課
（
直
入

総
合
支
所
建
設
課
）
竹
下
邦
光
▽
工
事
検
査
課

（
企
画
情
報
課
）
宮
成
公
一
郎
▽
工
事
検
査
課

（
耕
地
課
）
堀
徳
広
▽
荻
総
合
支
所
市
民
生
活

課
（
荻
総
合
支
所
建
設
課
）
伊
東
豪
▽
荻
総
合

支
所
産
業
課
（
耕
地
課
）
後
藤
美
夫
▽
久
住
総

合
支
所
地
域
振
興
課
（
総
務
課
）
柴
田
剛
志
▽

久
住
総
合
支
所
市
民
生
活
課
（
久
住
総
合
支
所

建
設
課
）
工
藤
正
蔵
▽
直
入
総
合
支
所
地
域
振

興
課
（
税
務
課
）
山
口
誠
▽
直
入
総
合
支
所
市

民
生
活
課
（
保
険
課
）
広
瀬
文
生
▽
直
入
総
合

支
所
市
民
生
活
課
（
農
林
畜
産
課
）
氏
田
哲
生

▽
教
育
委
員
会
総
務
課（
農
業
委
員
会
事
務
局
）

堀
貴
美
子
▽
生
涯
学
習
課
（
企
画
情
報
課
）
本

田
広
行
▽
荻
教
育
課
（
荻
総
合
支
所
建
設
課
）

吉
野
忠
道
▽
都
野
中
学
校
（
南
部
小
学
校
）
内

田
英
子
▽
直
入
教
育
課
（
農
林
畜
産
課
）
後
藤

靖
文
▽
直
入
学
校
給
食
共
同
調
理
場
（
農
林
畜

産
課
）
永
星
順
子
▽
会
計
課
（
福
祉
事
務
所
）

阿
南
秀
則
▽
水
道
課
（
福
祉
事
務
所
）
後
藤
い

ず
み
▽
水
道
課
（
建
設
課
）
斎
藤
誠
▽
水
道
課

（
荻
総
合
支
所
建
設
課
）
佐
藤
光
裕
▽
消
防
本

部
（
総
務
課
）
山
村
俊
治

【
平
成
19
年
３
月
31
日
付
退
職
】

▽
大
塚
博
士
（
産
業
建
設
部
長
）
▽
工
藤
房
士

（
荻
総
合
支
所
長
）
▽
森
永
国
治
（
直
入
総
合

支
所
長
）
▽
新
田
圭
一
（
久
住
総
合
支
所
建
設

課
長
）
▽
川
越
賢
一
（
中
央
公
民
館
長
兼
文
化

会
館
長
兼
佐
藤
義
美
記
念
館
長
）
▽
木
部
眞
里

子
（
健
康
増
進
課
長
補
佐
兼
健
康
増
進
係
長
）

▽
本
田
愛
志
（
福
祉
事
務
所
次
長
兼
生
活
保
護

係
長
）
▽
広
岡
尚
美
（
総
務
課
）
▽
田
部
千
代

美
（
会
計
課
）
▽
大
塚
清
美
（
直
入
幼
稚
園
）

【
平
成
19
年
２
月
28
日
付
退
職
】

▽
坂
田
英
典
（
総
務
課
）

【
平
成
19
年
４
月
１
日
付
新
採
用
】

▽
宮
原
亨
（
税
務
課
）
▽
後
藤
雅
人
（
税
務
課
）

▽
吉
松
克
敏
（
建
設
課
）
▽
渡
邉
法
恵
（
健
康

増
進
課
）

  

竹
田
市
消
防
本
部
・
消
防
署
人
事
異
動

　
【
平
成
19
年
４
月
１
日
付
（ 

）
内
は
旧
役
職
】

■
部
長
級

▽
任
消
防
司
令
長
・
消
防
長
（
消
防
本
部
次
長

兼
警
防
課
長
）
白
井
幸
光

■
消
防
本
部
次
長
・
署
長
級

▽
消
防
本
部
次
長
兼
庶
務
課
長
（
消
防
署
長
兼

庶
務
課
長
）
見
増
正
幸
▽
消
防
署
長
兼
警
防
課

長
（
当
直
司
令
〈
救
急
・
救
助
〉）
真
田
照
幸

■
消
防
本
部
・
課
長
補
佐
級

▽
警
防
課
長
補
佐
兼
予
防
係
長
（
予
防
課
予
防

係
長
）
首
藤
法
文
▽
庶
務
課
長
補
佐
兼
庶
務
係

長
（
庶
務
課
経
理
係
長
）
児
玉
淳
一

■
消
防
本
部
・
係
長
級

▽
警
防
課
危
険
物
係
長
（
救
急
係
兼
予
防
課
）

大
塚
義
徳
▽
庶
務
課
経
理
係
長
（
総
務
企
画
部

総
務
課
）
山
村
俊
治

■
消
防
署
・
課
長
級

▽
消
防
署
副
署
長
兼
久
住
分
署
長
（
久
住
分
署

長
）
佐
々
木
英
二
▽
消
防
署
副
署
長
兼
当
直
司

令
〈
消
防
・
通
信
〉（
当
直
司
令
〈
消
防
・
通
信
〉）

山
室
善
則
▽
当
直
司
令
〈
調
査
・
装
備
〉（
予

防
課
長
兼
危
険
物
係
長
）
渡
辺
広
志
▽
任
消
防

司
令
・
当
直
司
令
〈
救
急
・
救
助
〉（
当
直
副

司
令
兼
救
急
第
一
係
長
）
吉
野
清
二

■
消
防
署
・
課
長
補
佐
級

▽
任
消
防
司
令
（
当
直
副
司
令
兼
消
防
係
長
）

吉
野
孝
正
▽
任
消
防
司
令
・
当
直
副
司
令
〈
救

急
・
救
助
〉（
当
直
副
司
令
兼
装
備
第
一
係
長
）

斉
藤
文
雄
▽
当
直
副
司
令
兼
調
査
第
一
係
長

（
調
査
第
一
係
長
）
浅
倉
彰
一

■
消
防
署
・
係
長
級

▽
久
住
分
署
副
分
署
長
兼
消
防
係
長
（
救
助
第

一
係
長
）
佐
藤
一
喜
▽
消
防
署
予
防
指
導
係
長

（
久
住
分
署
副
分
署
長
）
那
須
充
▽
装
備
第
一

係
長
（
装
備
第
二
係
長
）
斉
藤
正
憲
▽
救
急
第

一
係
長
（
救
急
第
二
係
長
）
麻
生
章
治
▽
救
助

第
一
係
長
（
救
助
第
二
係
長
）
渡
辺
秀
夫
▽
救

急
第
二
係
長
（
久
住
分
署
救
急
係
長
）
高
橋
末

文
▽
装
備
第
二
係
長
（
通
信
第
三
係
長
）
木
田

　

寛
▽
調
査
第
二
係
長
（
調
査
係
）
後
藤
茂
▽

救
助
第
二
係
長
（
消
防
署
予
防
指
導
係
）
下
城

広
士
▽
久
住
分
署
救
急
係
長
（
久
住
分
署
）
倉

橋
英
信

■
消
防
司
令
補

▽
任
消
防
司
令
補
（
久
住
分
署
）
飯
田
精
華
▽

任
消
防
司
令
補
・
総
務
企
画
部
総
務
課
（
救
急



広報たけた 平成19年4月号 14

まちの話題

国有財産売り払い
　九州財務局大分財務事務所では、次の通り国有財産を一
般競争入札（期間入札）により売り払います。
【売払物件】
物件番号　23
所 在 地　大分県竹田市大字竹田字殿町2062番 2
区　　分　土地
登記地目（種目等）　宅地
数　　量　140.58 平方㍍
都市計画上の制限
　用途地域　商業
　建ぺい率／容積率　80％／ 400％
最低売却価格　非公表
【入札日時及び場所】
受付期間　4月4日㈬ 8:30 ～ 13 日㈮ 17:15 必着（郵送等）
受付場所　〒 860-8585　熊本市二の丸1番2号　熊本合同
　庁舎 1号館 3階　財務省九州財務局管財部統括国有財産
　管理官
【開札日時及び場所】
開札日時　4月 26日㈭　10:00 ～
開札場所　熊本合同庁舎1号館3階　九州財務局第 1会議室
【入札書等用紙交付】
　入札書等用紙は、4月 13 日㈮まで、大分財務事務所にお
いて交付します（但し、土・日・祝日を除く）。
　また、国有財産電子入札システムにより入札することも
できます。　　
●お問い合せ　九州財務局大分財務事務所管財課
　☎ 097-532-7107（内線 57）
　国有財産電子入札システム
　http://kokuyu-bid.kokuyuzaisan.go.jp/NA/BLMainController.jsp

↑選手宣誓（左上）、調理ボランティア、完走を祝福

↑フルマラソン 40 歳未満優勝の稲富貴也さんとスタート風景

第20回岡の里名水マラソン開催

↑子どもたちのマラソン（左下）と各給水所

　

３
月
４
日
に
開
催
し
た
第
20
回
岡
の
里
名
水
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に

お
い
て
、
最
高
気
温
が
22
℃
と
温
か
い
陽
気
の
中
、
１
、４
０
０

人
の
参
加
者
の
う
ち
、
１
、１
２
５
人
の
方
が
完
走
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
記
録
は
竹
田
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

係
兼
予
防
課
予
防
指
導
係
）
佐
藤
道

章■
一
般
職

▽
消
防
署
救
急
係
兼
庶
務
課
（
消
防

本
部
庶
務
課
付
）
中
村
良
太
▽
久
住

分
署
（
消
防
署
救
急
係
兼
警
防
課
）

岩
屋
英
明
▽
消
防
署
救
急
係
兼
庶
務

課
（
久
住
分
署
）
工
藤
幸
司
▽
任
消

防
副
士
長
・
久
住
分
署
（
消
防
署
救

助
係
兼
予
防
課
）
内
川
大
地
▽
任
消

防
副
士
長
（
久
住
分
署
）
大
塚
省
吾

【
平
成
19
年
３
月
31
日
付
退
職
】

▽
吉
野
清
（
消
防
長
）
▽
後
藤
卓
見

（
当
直
司
令
〈
調
査
・
装
備
〉）

【
豊
後
大
野
市
へ
身
分
移
管
・

　

平
成
19
年
３
月
31
日
付
退
職
】

▽
後
藤
和
博
（
緒
方
分
署
長
）
▽
岡

部
敬
治
（
緒
方
分
署
長
代
理
）
▽
秦

孝
一
（
緒
方
分
署
副
分
署
長
）
▽
高

山
幸
治
（
緒
方
分
署
副
分
署
長
）
▽

工
藤
俊
一
（
消
防
本
部
庶
務
係
長
）

▽
倉
原
早
年（
緒
方
分
署
救
急
係
長
）

▽
阿
南
陸
男
（
緒
方
分
署
予
防
指
導

係
長
）
▽
那
須
誠
一
（
緒
方
分
署
副

主
幹
）
▽
西
宏
一
郎
（
緒
方
分
署
副

主
幹
）
▽
倉
原
晃
三
（
緒
方
分
署
副

主
幹
）
▽
宗
岡
幸
二
（
緒
方
分
署
主

査
）
▽
後
藤
幸
浩
（
緒
方
分
署
主
査
）

▽
倉
原
英
治
（
緒
方
分
署
主
任
）
▽

佐
藤
賢
二
（
緒
方
分
署
主
任
▽
後
藤

宏
信
（
緒
方
分
署
主
事
）

【
平
成
19
年
４
月
１
日
付
新
採
用
】

▽
麻
生
拓
児
（
任
消
防
士
・
消
防
本

部
庶
務
課
付
）
▽
村
中
将
斗
志
（
任

消
防
士
・
消
防
本
部
庶
務
課
付
）
▽

川
口
遼
（
任
消
防
士
・
消
防
本
部
庶

務
課
付
）
▽
後
藤
健
介
（
任
消
防
士
・

消
防
本
部
庶
務
課
付
）
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↑ 3/6 防火パレード（久住地域）

　

竹
田
市
文
化
連
盟
器
楽
部
と
声

楽
部
が
、
２
月
25
日
に
は
じ
め
て

の
合
同
演
奏
会
「
和わ

き気
藹あ

い
お
ん音
コ
ン

サ
ー
ト
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
の
最
後
に
は
合
同

で
荒
城
の
月
を
演
奏
し
ま
し
た
。

　

竹
田
市
観
光
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会

と
竹
田
研
究
所
が
、
徳
野
貞
雄
熊

本
大
学
文
学
部
教
授
を
招
き
、
10

年
後
の
竹
田
市
の
将
来
像
を
農
業
・

農
村
の
あ
り
方
か
ら
考
え
る
「
村

づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
久
住
・

竹
田
地
域
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

高
齢
者
大
学
閉
校
式
や
竹
田
地

域
の
各
分
館
の
活
動
を
発
表
す
る

竹
田
地
域
生
涯
学
習
ま
つ
り
が
、

３
月
10
日
に
竹
田
市
文
化
会
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
俳
優
・

声
優
の
増
岡
弘
さ
ん
を
招
い
た
講

演
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

↑ 3/1 防火パレード（竹田地域）

↑ 3/2 防火パレード（直入地域）

↑参加 8 団体揃ってのオーケストラ

↑徳野教授の講演を聞く参加者の皆さん

↑増岡さんの講演の 1 場面

　

第
38
回
大
分
県
農
業
賞
営
農
集

団
・
銘
柄
産
地
の
部
に
お
い
て
、
荻

町
農
産
物
直
売
所
組
合
「
高
原
の

店
と
ま
と
ち
ゃ
ん
」（
後
藤
勝
代
代

表
）
が
、
大
分
県
農
業
賞
優
良
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。
と
ま
と
ち
ゃ

ん
は
、
平
成
９
年
に
有
志
９
名
が

結
成
し
た
荻
町
初
の
直
売
所
で
、荻

町
の
特
産
品
で
あ
る
ト
マ
ト
や
イ

チ
ゴ
等
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

↑市長に受賞報告しました

　

２
月
９
日
か
ら
開
催
さ
れ
た
第

９
回
岡
藩
城
下
町
雛
ま
つ
り
が
、

３
月
18
日
に
行
わ
れ
た
流
し
雛
で
、

無
事
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
迎
え
ま
し
た
。

　

期
間
を
通
し
て
今
年
は
暖
か
な

好
天
に
恵
ま
れ
、
週
末
に
は
チ
ラ

シ
を
手
に
町
を
散
策
す
る
観
光
客

の
姿
が
よ
く
見
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
他
市
の
雛
ま
つ
り
と
リ
ン

ク
し
た
Ｐ
Ｒ
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

↑お母さんに支えられて流し雛

　

竹
田
市
は
、
男
女
共
同
参
画
計

画
「
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
た
け

た
」
の
策
定
に
伴
い
、
竹
田
市
男

女
共
同
参
画
推
進
大
会
を
竹
田
市

総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催

し
ま
し
た
。
大
会
で
は
、
計
画
の

概
要
説
明
の
ほ
か
、
講
談
師
の
旭

堂
南
鱗
さ
ん
を
講
師
に
招
き
、
個

人
を
尊
重
し
、
共
に
支
え
あ
う
こ

と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

↑講演に聞き入っています
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保健だより
竹 田 市 健 康 増 進 課　☎63-4810
荻総合支所市民生活課　☎68-2214
久住総合支所市民生活課　☎76-1419
直入総合支所市民生活課　☎75-2211

↑健診風景です。

 

平
成　
年
度
健
診
結
果
報
告

　
平
成
18
年
度
に
竹
田
市
で
実
施

し
た
地
域
巡
回
総
合
健
診
（
４
〜

９
月
実
施
）
の
結
果
を
報
告
い
た

し
ま
す
。

健
診
受
診
者

　
４
、９
５
４
名

　
　
　
男
性

　
１
、８
７
９
名

　
　
　
女
性

　
３
、０
７
５
名

　
前
年
度
よ
り
受
診
者
は
増
加
し

て
い
ま
す
。
65
歳
以
上
を
対
象
に

し
た
介
護
予
防
健
診
や
受
診
場
所

希
望
調
査
を
実
施
し
た
こ
と
も
影

響
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
健
診
の
結
果
、
年
々
「
異
常
な

し
」
と
判
定
さ
れ
る
方
が
少
な
く

な
っ
て
い
ま
す
が
、
健
診
結
果
を

も
と
に
各
種
の
予
防
教
室
を
開
催

し
た
と
こ
ろ
、
受
講
生
の
多
く
に

生
活
習
慣
お
よ
び
デ
ー
タ
の
改
善

が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
年
に
一
度
、
自
分
の
生
活
習
慣

を
見
直
す
機
会
と
し
て
ぜ
ひ
健
診

を
受
け
ま
し
ょ
う
！

 

平
成　
年
度
健
診
に
つ
い
て

①
地
域
巡
回

②
医
療
機
関

　
以
上
の
と
お
り
、
２
種
類
の
総

合
健
診
を
実
施
し
ま
す
。
竹
田
市

に
住
民
票
が
あ
る
市
民
で
あ
れ
ば
、

ご
本
人
の
希
望
で
ど
ち
ら
か
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
65
歳
以
上
の
市
民
全
員

を
対
象
に
し
た
介
護
予
防
健
診
も

行
い
ま
す
の
で
、
治
療
中
の
方
も

必
ず
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

☆
30
歳
・
35
歳
の
節
目
健
診
は
①  

　
地
域
巡
回
の
み
で
実
施
い
た
し

　
ま
す
。

☆
②
医
療
機
関
（
厚
生
連
）
で
の

　
受
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
健

　
診
料
金
補
助
の
関
係
で
、
４
月

　
か
ら
12
月
ま
で
の
間
に
受
診
し

　
て
く
だ
さ
い
。
自
治
会
文
書
を

　
通
し
て
募
集
を
行
い
ま
す
の
で
、

　
希
望
健
診
日
を
指
定
し
て
お
申

　
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
込
み
先

　
は
、
Ｊ
Ａ
大
分
み
ど
り
本
店
経

　
済
部
経
済
課
で
す
。

☆
今
年
度
か
ら
胃
ガ
ン
検
診
に
つ

　
い
て
は
胃
透
視
検
査
の
み
補
助

　
対
象
と
し
、胃
カ
メ
ラ
検
査
に
つ

　
い
て
は
補
助
の
対
象
に
な
り
ま

　
せ
ん
の
で
、実
費（
１
１
、０
２
５

　
円
）
を
お
支
払
い
い
た
だ
く
よ

　
う
に
な
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ

　
さ
い
。

平
成　
年
度
い
き
い
き
た
け
た

情
報
カ
レ
ン
ダ
ー
で
き
ま
し
た

　
今
年
度
も
、
竹
田
市
の
健
康
情

報
を
は
じ
め
、
観
光
、
生
涯
学
習
、

環
境
、
福
祉
情
報
等
を
掲
載
し
た

「
い
き
い
き
た
け
た
情
報
カ
レ
ン

ダ
ー
」
を
発
行
し
ま
し
た
。

　
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
各

担
当
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

19

18

19

↑平成 19 年度いきいきたけた情報カレンダー表紙

↑いきいきたけた情報カレンダー

↑いきいきたけた情報カレンダー



17　2007年 4月発行

　
　

日
本
国
憲
法
は
第
25
条
第
１

項
で
「
す
べ
て
国
民
は
、
健
康

で
文
化
的
な
最
低
限
度
の
生
活

を
営
む
権
利
を
有
す
る
」
と
、

基
本
的
人
権
の
う
ち
い
わ
ゆ
る

生
存
権
を
全
国
民
に
認
め
て
お

り
、
第
２
項
で
「
国
は
、
す
べ

て
の
生
活
部
面
に
つ
い
て
、
社

会
福
祉
、
社
会
保
障
及
び
公
衆

衛
生
の
向
上
及
び
増
進
に
努
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
、
国

が
果
た
す
べ
き
責
任
を
指
示
し

て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
国
の
医
療
制
度

を
担
当
し
て
い
る
厚
生
労
働
省

は
地
域
医
療
を
崩
壊
さ
せ
つ
つ

あ
り
ま
す
。
ニ
ュ
ー
ス
等
で
ご

存
知
で
し
ょ
う
が
、
救
急
を
診

る
医
師
が
不
足
し
て
い
る
た
め

地
方
の
救
急
病
院
が
閉
鎖
し
た

り
規
模
縮
小
に
追
い
込
ま
れ
て

い
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
て
、
厚

生
労
働
省
は
有
効
な
打
開
策
を

打
ち
出
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

厚
生
労
働
省
は
地
方
の
病
院

を
少
な
く
し
、
都
会
の
病
院
に

機
能
を
集
約
（
医
療
機
器
や
ス

タ
ッ
フ
を
集
め
る
こ
と
）さ
せ
、

効
率
的
な
医
療
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
そ
の
方
が
医
療
費
の
削

減
に
つ
な
が
り
良
い
の
だ
と
言

い
ま
す
。「
田
舎
に
住
む
患
者

は
遠
く
の
大
病
院
ま
で
通
い
な

さ
い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

確
か
に
、
高
度
先
端
医
療
に

つ
い
て
は
あ
る
程
度
仕
方
な
い

こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
電

車
や
バ
ス
に
乗
る
の
も
困
難
な

人
た
ち
に
は
大
変
な
こ
と
で
す
。

「
そ
ん
な
に
大
変
な
ら
都
会
に

引
っ
越
し
て
く
れ
ば
い
い
」
と

い
う
意
見
も
あ
り
ま
す
が
、
お

金
が
な
か
っ
た
り
、
い
ろ
ん
な

事
情
で
引
っ
越
せ
な
い
人
た
ち

も
た
く
さ
ん
い
る
は
ず
で
す
。

　

こ
の
ま
ま
地
方
の
救
急
病
院

が
な
く
な
れ
ば
ど
う
な
る
の
で

し
ょ
う
。
ち
ょ
っ
と
怪
我
を
し

た
だ
け
で
都
会
ま
で
行
か
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
今
で
も
都

会
と
の
格
差
を
感
じ
て
い
る
方

が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
も
っ

と
格
差
は
広
が
る
で
し
ょ
う
。

　

田
舎
に
暮
ら
し
て
い
る
人
た

ち
の
基
本
的
人
権
は
ど
う
な
る

の
で
し
ょ
う
か
。

（
竹
田
医
師
会
病
院
副
院
長

  　

整
形
外
科　

大
多
和　

聡
）

基
本
的
人
権
と
地
域
医
療　

竹
田
医
師
会
病
院
か
ら
〈
25
〉

　

今
月
は
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
す
る
ま
で
の
手
続
き
に
つ

い
て
ご
説
明
し
ま
す
。

 

１
要
介
護
認
定
申
請
に
つ
い
て

　

要
介
護
認
定
申
請
が
で
き
る
方

は
次
の
方
で
、
本
人
申
請
又
は
代

理
の
方
の
申
請
も
可
能
で
す
。

①
65
歳
以
上
の
方

②
40
歳
以
上
65
歳
未
満
の
医
療
保

　

険
加
入
者
で
、
加
齢
が
原
因
と

　

さ
れ
る
疾
病
に
よ
り
要
支
援
・

　

要
介
護
状
態
と
な
っ
て
い
る
方

　

な
お
、
65
歳
以
上
の
方
は
介
護

保
険
被
保
険
者
証
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

 

２
認
定
調
査
に
つ
い
て

　

訪
問
調
査
員
が
自
宅
等
を
訪
問

し
、
心
身
の
状
況
等
に
つ
い
て
の

聴
き
取
り
を
行
い
ま
す
。

 

３
主
治
医
意
見
書
に
つ
い
て

　

申
請
の
際
に
指
定
い
た
だ
い
た

「
か
か
り
つ
け
医
」
に
、
市
か
ら

意
見
書
の
作
成
を
依
頼
し
ま
す
。

 

４
審
査
・
判
定
に
つ
い
て

　

２
・
３
を
も
と
に
介
護
認
定
審

査
会
で
要
介
護
状
態
区
分
が
判
定

さ
れ
ま
す
。
申
請
か
ら
判
定
ま
で

お
お
む
ね
一
か
月
程
度
か
か
り
ま

す
。
結
果
は
郵
送
で
通
知
し
ま
す
。

 

５
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
開
始

【
在
宅
サ
ー
ビ
ス
】

①
要
支
援
の
認
定
を
受
け
た
場
合

　

竹
田
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
に
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
計
画
の

作
成
に
つ
い
て
相
談
く
だ
さ
い
。

②
要
介
護
の
認
定
を
受
け
た
場
合

　

居
宅
介
護
支
援
事
業
所
を
選
択

し
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
介
護
サ

ー
ビ
ス
計
画
の
作
成
に
つ
い
て
相

談
く
だ
さ
い
。

　

作
成
し
た
計
画
に
基
づ
い
て
、

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
開
始
し
ま

す
。

【
施
設
サ
ー
ビ
ス
】

　

希
望
す
る
施
設
に
本
人
又
は
家

族
が
入
所
申
請
を
行
い
ま
す
（
要

支
援
の
方
は
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
は
で
き
ま
せ
ん
）。

　
19
年
度
分
の
年
金
天
引
き

　
の
介
護
保
険
料
に
つ
い
て

　

年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
て
い
る

65
歳
以
上
の
方
の
介
護
保
険
料
に

つ
い
て
、
該
当
者
に
介
護
保
険
特

別
徴
収
通
知
書(

ハ
ガ
キ
サ
イ
ズ

で
は
が
し
て
見
る)

を
４
月
下
旬

に
送
付
し
、
４
・
６
・
８
月
の
３

回
の
天
引
き
額
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
な
お
、
今
回
は
19
年
度
の

所
得
段
階
は
反
映
さ
れ
ず
、
18
年

度
の
所
得
段
階
を
基
本
に
仮
徴
収

額
を
天
引
き
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

19
年
度
の
所
得
段
階
を
反
映
し

た
介
護
保
険
料
は
、
８
月
に
介
護

保
険
特
別
徴
収
通
知
書
を
送
付

し
、
10
・
12
・
２
月
の
天
引
き
額

と
と
も
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

所
得
段
階
に
変
動
の
あ
る
場
合

は
10
月
以
降
の
年
金
天
引
き
で
調

整
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

　

保
険
課
介
護
保
険
係
（
介
護
保

　

険
制
度
に
関
す
る
お
問
い
合
わ

　

せ
）
☎
63‒

１
１
１
１　

(

内
線

　

１
３
２
・
１
３
８
・
２
３
９)

　

税
務
課
課
税
係
（
介
護
保
険
料

　

に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
）

　

☎
63‒

１
１
１
１

　
（
内
線
１
２
６
）
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みんなの
　　ひろば

平
成
19
年
５
月
に

１
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る

お
子
さ
ん
の
写
真
を
募
集

し
ま
す
！

平成18年4月生まれ
 

「
お
お
い
た
県
民
ア
カ
デ
ミ  

　
ア
大
学
」
受
講
生
募
集

　

県
立
生
涯
教
育
セ
ン
タ
ー
で

は
、
す
べ
て
の
県
民
に
様
々
な
学

習
機
会
を
提
供
す
る
平
成
19
年
度

「
お
お
い
た
県
民
ア
カ
デ
ミ
ア
大

学
」
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

学
習
内
容　

大
分
の
自
然
・
文
化
・

　

産
業
や
現
代
的
な
課
題
の
解
決

　

策
等
に
つ
い
て
学
ぶ
「
ふ
る
さ

　

と
学
講
座
」、
公
募
し
た
県
民

　

講
師
が
教
え
る
「
県
民
自
主
企

　

画
講
座
」、
地
域
づ
く
り
の
実

　

践
者
か
ら
直
接
学
ぶ
「
地
域
づ

　

く
り
人
材
育
成
講
座
」
等

期
間　

７
月
〜
平
成
20
年
２
月

募
集
期
間　

４
月
20
日
㈭
〜
５
月

　

31
日
㈭
予
定

受
験
案
内
等　

受
講
案
内
冊
子
は
、

　

募
集
期
間
中
に
各
市
町
村
教
育

　

委
員
会
（
公
民
館
等
）
等
に
設

　

置
予
定
で
す
。

●
お
問
い
合
せ

　
「
お
お
い
た
県
民
ア
カ
デ
ミ
ア
大

　

学
」
事
務
局
（
県
立
生
涯
教
育

　

セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
０
９
７
７‒

22‒

７
７
６
３

 
国
家
公
務
員
採
用

 

中
途
採
用
者
選
考

　

人
事
院
及
び
各
府
省
で
は
、
30

歳
台
の
人
を
対
象
と
し
た
国
家
公

務
員
中
途
採
用
者
選
考
（
再
チ
ャ

レ
ン
ジ
）
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

受
験
資
格　

昭
和
42
年
４
月
２
日

　

〜
昭
和
53
年
４
月
１
日
生
ま
れ

　

の
者

受
付
予
定
期
間　

６
月
26
日
㈫
〜

　

７
月
３
日
㈫

選
考
過
程　

９
月
９
日
㈰　

第
１

　

ス
テ
ー
ジ

受
験
案
内
等
の
請
求
方
法　

返
信

　

用
封
筒
（
角
２
、１
２
０
円
分

　

の
切
手
貼
付
、
宛
先
明
記
）
を

　

同
封
し
た
封
筒
に
「
再
チ
ャ
レ

　

ン
ジ
試
験
」
と
朱
書
き
し
、
左

　

記
へ
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ　

人
事
院
九
州
事

　

務
局
第
二
課
試
験
係

　

〒
８
１
２‒

０
０
１
３　

福
岡

　

市
博
多
区
博
多
駅
東
２‒

11‒

１

　

☎
０
９
２‒

４
３
１‒

７
７
３
３

　

http://w
w
w
.jinji.go.jp/

 

子
供
た
ち
に
い
ち
ご
の
贈
り
物

　

大
分
み
ど
り
農
協
い
ち
ご
部
会

荻
支
部
で
は
、
特
産
品
の
お
い
し

い
い
ち
ご
を
子
供
た
ち
に
食
べ
て

も
ら
お
う
と
、
今
年
も
荻
、
柏
原

保
育
所
に
い
ち
ご
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
し
た
。

　

子
供
た
ち
は
、
い
ち
ご
を
手
に

と
て
も
嬉
し
そ
う
で
し
た
。



図書館
から

4月の
お知らせ

誕
生
お
め
で
と
う

月
生
ま
れ

（
親
・
自
治
会
）

❷

19　2007年 4月発行

竹田市立図書館
　TEL・FAX 63-1048
荻図書室（荻みらい館内）
　TEL 68-2200 ・FAX 68-2057
久住図書室
　TEL 76-0717・FAX 76-0724
直入図書室
　TEL 75-2240・FAX 75-2231

〔一般の本〕
むかつく二人　　　　　　　　　　　　三谷　幸喜
だれも教えなかった料理のコツ　　　　有元　葉子
ももこの 21 世紀日記 No.6　　　　　さくらももこ
ひとり日和　　　　　　　　　　　　　青山　七恵
ラスト・イニング　　　　　　　　　あさのあつこ
真贋　　　　　　　　　　　　　　　　吉本　隆明
橋ものがたり　新装版　　　　　　　　藤沢　周平
赤朽葉家の伝説　　　　　　　　　　　桜庭　一樹
〔子どもの本〕
番犬屋マル　　　　　　　　　　　きたやまようこ
ぱぴぷぺぽっつん　　　　　　　　　　神沢　利子
わにわにのごちそう　　　　　　　　　山口　マオ
ペニーさんと動物家族　　マリー・ホール・エッツ
ねずみくんのきもち　　　　　　　　　上野　紀子
　　　　　　　　　　　　ほか、73冊購入しました。

竹田市立図書館の休館
日は、2日㈪・9日㈪・16
日㈪・23日㈪・27日㈮・
30 日㈪です。

　「おはなしルーム」
日時　4月 10日㈬　13：30～ 14：00
場所　竹田市立図書館「えほんの部屋」

「司書おすすめの1冊」

「森と氷河と鯨」
　　　　　　　  星野道夫　世界文化社

　星野さんの最後の遺
作！　苔むした森、蒼
い氷河、ザトウクジラ
の海。シベリアでの日
誌を収録した 1 冊で
す。

「夜の博物館」
　　　　　 ミラン・トレンク　講談社
　映画「ナイトミュー
ジアム」の原作絵本！
　博物館の夜。恐竜が
展示されていた場所に
は大きな骨 1 本…新
米警備員ラリーのな
がーい夜が始まった。

　

「おはなし広場」4月の「おはなし広場」はお休みします。

　
映
画
作
家
大
林
信
彦
が
九
州
を

舞
台
に
伊
勢
正
三
の
名
曲
「
22
才

の
別
れ
」
を
モ
チ
ー
フ
に
描
い
た
、

母
娘
二
代
に
わ
た
る
あ
ま
り
に
切

な
い
日
本
の
恋
の
物
語
「
22
才
の

別
れ
」
が
、
今
夏
の
全
国
公
開
に

先
駆
け
、
九
州
で
先
行
ロ
ー
ド
シ

ョ
ー
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
冒
頭
の
舞
台
と
な
る
彼
岸
花
の

風
景
が
七
ツ
森
古
墳
で
撮
影
さ
れ

た
竹
田
市
で
は
、
５
月
５
日
16
時

と
19
時
の
２
回
、
大
林
監
督
、
主

演
女
優
の
鈴
木
聖
奈
さ
ん
を
迎

え
、
竹
田
市
文
化
会
館
で
上
映
会

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

Lycoris－夢見ず花見ず物語

先行上映のお知らせ

22才の別れ

©DIAX・PSC  2007
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■
編
集
/
総
務
企
画
部
企
画
情
報
課
ま
ち
づ
く
り
・
情
報
化
推
進
係
　
〒
878-8555 　

大
分
県
竹
田
市
大
字
会
々
1650 　

■
印
刷
/
㈲
朝
日
印
刷

こ
の
広
報
紙
は
100 ％

の
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

広
報
た
け
た

編

集

後

記

竹田市の人口
( 平成 19 年 2月 28日現在 )

　　　　　　　　　　 ( 前 月 比 )
人　口　27,039 人　　( － 51 人 )
　男性　12,627 人　 ( － 33 人 )
　女性　14,412 人　 ( － 18 人 )
世帯数　10,694世帯 (－7世帯 )

住民基本台帳登録人数

郷土の植物

第25回

　
山
地
の
尾
根
筋
や
疎そ

り
ん林
内
に

生
育
す
る
高
さ
５
㍍
ほ
ど
の
落

葉
低
木
で
、樹
皮
は
灰

か
い
か
っ
し
ょ
く

褐
色
で
す
。

　
広こ
う

楕だ

円え
ん

形
の
葉
は
枝
先
に
５

輪り
ん
せ
い
じ
ょ
う

生
状
に
つ
き
、
全ぜ

ん
え
ん縁

の
葉
の

縁ふ
ち

に
は
毛
が
目
立
ち
、
葉
の
表
裏

面
に
も
毛
が
あ
り
ま
す
。
大
き
さ

は
長
さ
４
㌢
、
幅
が
３
㌢
ほ
ど
で

す
。
秋
に
は
美
し
く
紅
葉
し
、
す

ば
ら
し
い
景
観
を
つ
く
り
ま
す
。

　
春
の
頃
、
ま
だ
葉
が
展
開
す
る

前
に
枝
先
に
上
品
な
ピ
ン
ク
色
を

し
た
５
裂
の
径
10
㌢
ほ
ど
の
大
き

な
合ご

う
べ
ん
か

弁
花
を
横
向
き
に
咲
か
せ

ま
す
。
花
柄
に
ま
ば
ら
に
腺せ

ん
も
う毛

（
液
体
を
分
泌
す
る
毛
）が
あ
り
、

こ
れ
が
特
徴
で
す
。
ま
た
、
花
に

隠
れ
て
見
え
ま
せ
ん
が
、
子
房
が

濃
緑
色
で
鮮
や
か
で
す
。

　
九
州
特
産
種
で
、花
の
色
を
曙

あ
け
ぼ
の

の
空
に
見
立
て
て
筑つ

く
し
あ
け
ぼ
の
つ
つ
じ

紫
曙
躑
躅

の
名
が
あ
り
ま
す
。

　
竹
田
で
は
祖
母
・
傾
山
系
の

特
に
岩
場
の
あ
る
尾
根
沿
い
で

観
察
さ
れ
ま
す
。
大
分
県
の
絶ぜ

つ
め
つ滅

危き

ぐ惧
種し

ゅ

で
す
。
風
水
害
に
よ
る
損

傷
や
人
の
踏
み
つ
け
等
で
生
育

地
の
減
少
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

　
花
期
は
４
月
か
ら
５
月
で
す
。

阿孫　久見

ツクシアケボノツツジ（ツツジ科）

◇
旧
竹
田
市
で
２
年
間
、
竹
田
市

で
２
年
間
。
合
併
を
挟
ん
で
４
年

間
、
広
報
を
担
当
し
て
き
ま
し
た

が
、
こ
の
４
月
で
異
動
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
話
を
伺
い
、
写

真
を
撮
る
こ
と
で
、
た
く
さ
ん
の

人
、
た
く
さ
ん
の
場
所
を
体
験
で

き
た
こ
と
は
、
き
つ
く
て
も
良
い

財
産
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
◇

４
月
、
つ
ま
り
５
月
号
か
ら
は
新

し
い
職
員
が
広
報
担
当
と
し
て
デ

ビ
ュ
ー
し
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん

の
代
わ
ら
ぬ
ご
声
援
と
ご
意
見
を

お
願
い
し
ま
す
。
◇
そ
れ
で
は
、

４
年
間
お
世
話
に
な
っ
た
す
べ
て

の
皆
さ
ん
に
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
」　
　
　
　  （
吉
野
秀
）

童謡祭に行こう!楽しくみんなで歌おうよ!!

 第19回 さとうよしみ竹田童謡祭
と　き　4月28日㈯・29日㈰
ところ　久住中央公民館（くじゅうサンホール）
28日㈯　さとうよしみ竹田童謡祭前夜祭　18:00 開場　18:30 開演
　入場料　前売り　大　　　人 1,000 円（当日 1,200 円）
　　　　　　　　　中学生以下　500 円（当日　700 円）
※中学生以下の子どもたちは、保護者の方と観に来てください。
　チケットは久住中央公民館、竹田市文化会館、佐藤義美記念館にて発売中 !
　①ファミリー映画上映会『王と鳥』～フランスアニメ映画（字幕）～
    　ジブリの原点 !　巨匠ポール・グリモーの名作です !
　②小心ズ LIVE～歌とタップの無言劇～
　　歌とタップと踊りと STOMP、にぎやかな無言劇 !!
29日㈰　献花式　8:00 ～ 8:30（佐藤義美公園）
　さとうよしみ竹田童謡祭　9:30 開場　10:00 開演（くじゅうサンホール）　入場料　無料
　　影絵、人形劇、朗読劇くろあん、ペープサート、よしみ童謡のど自慢大会、児童文学者   
　　矢崎節夫先生講演会、ふわふわ風船プレゼント、絵本リサイクル
※出場してくれるちびっ子を募集中 ! 元気いっぱいに童謡を歌いませんか !　
　佐藤義美記念館（☎ 63-2650）までお問い合わせください。
●お問い合わせ　さとうよしみ竹田童謡祭実行委員会（竹田市中央公民館）☎ 63-1044 ↑小心ズ

←
王
と
鳥
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情報
本　　　　庁　☎0974-63-1111
荻総合支所　☎0974-68-2211
久住総合支所　☎0974-76-1111
直入総合支所　☎0974-75-2211

歴
史
と
文
化
の
展
覧
会

「
竹
田
直
入
、歴
史
の
道
・
文
化
の
道
」

　
５
月
13
日
㈰
ま
で

　
竹
田
市
の
古
代
・
中
世
の
出
土
品
か
ら
藩
政

時
代
の
「
中
川
藩
主
肖
像
画
」「
久
恒
拝
領
兜
」

等
の
貴
重
な
資
料
を
公
開
し
ま
す
。

歴
史
資
料
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
63‒

１
９
２
３

 

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
水
琴
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
63‒

２
２
０
０

「
写
団
ち
く
で
ん
会
員
作
品
展
」

　
４
月
８
日
㈰
ま
で

　
会
員
の
半
折
額
写
真
60
枚
を
展
示
し
ま
す
。

「
竹
田
市
美
術
協
会
写
真
部
会
員
展
」

　
４
月
10
日
㈫
〜
21
日
㈯

　
会
員
20
名
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

「
高
木
康
子
は
た
織
り
教
室
生
徒
作
品
展
」

　
４
月
24
日
㈫
〜
30
日
㈪

　
草
木
染
、
手
織
り
、
裂
き

　
織
り
の
手
作
り
の
作
品
を

　
展
示
し
ま
す
。

「
工
藤
敬
一
写
真
展
フ
ォ
ト
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
XI

　
　
早
川
山
頭
火
が
行
く
」

　
５
月
２
日
㈬
〜
13
日
㈰

※
４
月
22
日
、
５
月
１
・
15
日
は
臨
時
休
館
し

　
ま
す
。
通
常
の
休
館
日
は
、
月
曜
日
（
月
曜

　
日
が
祝
日
の
場
合
は
開
館
）
と
、
祝
日
の
翌

　
日
で
す
。

 

第
59
回
岡
城
桜
ま
つ
り

日
時
　
４
月
８
日
㈰

会
場
　
竹
田
市
城
下
町
界
隈

主
な
催
し

第
34
回
大
名
行
列
　
※
雨
天
中
止

　【
往
路
】
11
時
竹
田
温
泉
「
花
水
月
」
〜
Ｊ

　
Ｒ
豊
後
竹
田
駅
前
〜
古
町
〜
構
口
〜
下
本
町

　
〜
中
本
町
〜
田
町
〜
広
瀬
神
社
下
（
約
30
分

　
休
憩
）
〜
岡
城
跡
大
手
門
下
〜
岡
城
跡
大
手

　
門
〜
13
時
30
分
岡
城
跡
二
の
丸

　【
復
路
】
13
時
50
分
岡
城
跡
大
手
門
下
〜
広

　
瀬
神
社
下
〜
武
家
屋
敷
〜
上
町
〜
本
町
〜
東

　
本
町
〜
15
時
竹
田
商
工
会
議
所
下

め
じ
ろ
ん
３
Ｂ
体
操
パ
レ
ー
ド
　
※
雨
天
中
止

　
10
時
40
分
〜
13
時
　
竹
田
温
泉
「
花
水
月
」

　
前
〜
岡
城
跡
西
の
丸
（
到
着
後
、
３
Ｂ
体
操

　
と
め
じ
ろ
ん
体
操
）

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
　
10
時
〜
15
時

　
本
町
永
田
自
転
車
店
横

歴
史
の
道
探
勝
会
　
９
時
30
分
〜
　
Ｊ
Ｒ
豊
後

　
竹
田
駅
前
〜
岡
城
本
丸
跡

第
13
回
奥
豊
後
俳
句
大
会
　
10
時
〜
16
時

　
竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

第
29
回
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
　
※
雨
天
中
止

　
９
時
〜
14
時
30
分
　
竹
田
市
総
合
運
動
公
園

　
多
目
的
広
場

岡
の
里
手
造
り
甲
冑
展
　
９
時
〜
16
時
30
分

　
竹
田
創
生
館
（
５
月
11
日
ま
で
）

洋
画
展
　
９
時
〜
15
時
　
大
分
銀
行
竹
田
支
店

　（
４
月
６
日
か
ら
１
か
月
間
）

願
成
院
本
堂
（
愛
染
堂
）
春
の
一
般
公
開

　
４
月
７
日
〜
８
日

　
10
時
〜
15
時

　
観
覧
料

　
３
０
０
円

※
自
家
用
車
で
お
越
し
の
方
は
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

　
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
中
学
生
以
上
１
回

　
１
０
０
円
。
Ｊ
Ｒ
豊
後
竹
田
駅
・
大
分
県
豊

　
肥
振
興
局
・
岡
城
駐
車
場
・
本
町
に
停
留
し

　
ま
す
。

※
４
月
８
日
　
９
時
〜
16
時
の
間
、
岡
城
駐
車

　
場
入
口
三
叉
路
↓
川
野
組
前
交
差
点
の
間
は

　
一
方
通
行
に
な
り
ま
す
。

岡
城
夜
桜
武
者
揃
え
　
４
月
７
日
㈯
　
16
時
竹

　
田
温
泉
「
花
水
月
」
〜
広
瀬
神
社
　
18
時
岡

　
城
会
館
〜
岡
城
跡
西
の
丸

主
催
　
竹
田
市
観
光
協
会
・
竹
田
市

●
お
問
い
合
せ
　
竹
田
市
観
光
協
会

　
☎
63‒

２
６
３
８
　
℻
63‒

２
８
６
１

 

第
７
回
春
の
陣
祭
り

日
時
　
４
月
１
日
㈰
　
10
時
〜
14
時

場
所
　
岡
本
小
学
校
体
育
館
及
び
校
舎
周
辺

内
容
　
岡
本
子
ど
も
神
楽
、
丸
太
切
り
、
屋
台
、

　
岡
本
小
児
童
発
表
、
等

 

第
　

回
倉
木
菜
の
花
ま
つ
り

日
時
　
４
月
15
日
㈰
　
９
時
30
分
神
事
　
10
時

　
開
始

場
所
　
歳
神
社
周
辺

内
容
　
野
点
、
木
工
教
室
、
獅
子
舞
、
屋
台
、
等

 

芹
洋
子
コ
ン
サ
ー
ト 

「
く
じ
ゅ
う
坊
ガ
ツ
ル
・
タ
デ
原
湿
原
」

  

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
記
念

日
時
　
５
月
13
日
㈰

　
18
時
開
場
　
18
時
30
分
開
演

会
場
　
竹
田
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

入
場
料

　
大
人
２
、０
０
０
円

　
　
　
　
小
人
（
小
・
中
・
高
）
１
、０
０
０
円 

　
　
　
　
　
　
●
お
問
い
合
せ

　
　
　
　
　
　
　
芹
洋
子
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委

　
　
　
　
　
　
　
員
会
（
竹
田
市
観
光
協
会
）

　
　
　
　
　
　
　
☎
63‒
２
６
３
８

11
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生
活
情
報

振
り
込
め
詐
欺

　
振
り
込
め
詐
欺
で
は
、
何
ら
か
の
手
段
で
入

手
し
た
名
簿
を
利
用
し
て
電
話
を
か
け
、
お
子

さ
ん
や
お
孫
さ
ん
、
配
偶
者
、
親
戚
等
が
「
交

通
事
故
を
起
こ
し
、
怪
我
を
さ
せ
た
」「
車
を

傷
つ
け
た
」「
借
金
を
返
さ
な
い
」
等
と
告
げ
、

「
口
座
に
お
金
を
振
り
込
め
」
と
い
う
手
口
を

用
い
て
金
を
騙
し
取
ろ
う
と
し
ま
す
。

　
本
人
の
名
前
を
知
っ
て
い
る
こ
と
や
、
暴
力

団
員
を
装
う
こ
と
も
あ
り
、
お
金
を
振
り
込
ま

な
け
れ
ば
「
本
人
を
返
さ
な
い
」「
監
禁
す
る
、

強
制
労
働
さ
せ
る
」「
本
人
が
ど
う
な
っ
て
も

い
い
の
か
！
」「
殺
す
、
傷
つ
け
る
」
等
と
脅

す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
複
数
犯
で
、
身
内
、
交
通
事
故
等
の
当
事
者
・

被
害
者
ま
た
は
そ
の
仲
間
等
と
役
割
を
分
担
し
、

電
話
の
向
こ
う
で
「
助
け
て
」
と
叫
ぶ
声
や
泣

く
声
、
物
が
壊
れ
る
音
、
暴
れ
て
い
る
音
等
の

演
出
を
し
、「
す
ぐ
に
振
り
込
め
」「
警
察
に
は

言
う
な
」
等
と
言
い
、
１
人
で
行
動
さ
せ
ま
す
。

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
の
防
犯
対
策 

　
ご
家
族
の
連
絡
先
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

　
こ
の
種
の
電
話
を
受
け
た
時
は
、
実
際
に
事

件
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
る
場
合
も
考
え
ら
れ
る

の
で
、
必
ず
事
実
か
ど
う
か
確
認
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
緊
急
時
の
連
絡
先
と
し
て
、
本

人
の
携
帯
電
話
番
号
や
勤
務
先
の
電
話
番
号
、

友
人
の
連
絡
先
等
を
把
握
し
て
お
き
、
い
つ
で

も
確
実
に
連
絡
が
取
れ
る
よ
う
に
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。
連
絡
が
取
れ
な
い
場
合
に
は
、
す
ぐ

に
警
察
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

電
話
を
受
け
た
方
へ 

　
動
揺
し
な
い
、
慌
て
な
い
。
電
話
を
受
け
た

時
は
事
実
を
確
認
し
、
ま
た
は
警
察
に
相
談
す

る
と
い
う
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
て
く
だ
さ
い
。 

す
ぐ
に
お
金
を
振
り
込
ま
な
い

　
脅
迫
め
い
た
言
動
で
金
品
を
脅
し
取
る
こ
と

は
恐
喝
に
な
り
ま
す
。
毅
然
と
し
た
態
度
で
接

し
、
お
金
を
振
り
込
む
前
に
家
族
や
親
戚
、
ま

た
は
警
察
に
相
談
、
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
家
族
・
関
係
者
の
方
へ 

　
皆
さ
ん
の
身
近
で
こ
の
よ
う
な
犯
罪
が
起

こ
っ
て
い
る
こ
と
を
話
題
に
し
、
情
報
を
共
有

し
て
同
種
の
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。
若
い
方
、
疎
遠
に
な
っ
て
い
る
親

戚
の
方
等
、も
し
思
い
当
た
る
方
が
い
る
な
ら
、

連
絡
を
取
り
、無
事
を
確
か
め
合
い
ま
し
ょ
う
。

　
近
況
を
伝
え
る
良
い
機
会
に
も
な
り
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ
　
商
工
観
光
課

　
☎
63‒

４
８
０
７

携
帯
電
話
の「
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
サ
ー

ビ
ス
」
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

　
近
年
、
子
供
た
ち
が
携
帯
電
話
か
ら
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
を
解
し
た
ト
ラ
ブ
ル
や
犯
罪

に
遭
う
被
害
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
警
察
庁
、
総
務
省
及
び
文
部
科
学
省
等
は
、

こ
の
よ
う
な
犯
罪
等
か
ら
子
供
た
ち
を
守
る
た

め
に
、
携
帯
電
話
か
ら
の
有
害
サ
イ
ト
へ
の
ア

ク
セ
ス
を
防
止
す
る
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
保
護
者
の
皆
様
は
、
子
供
た
ち
に
携
帯
電
話

を
持
た
せ
る
際
の
契
約
に
当
た
っ
て
は
、
フ
ィ

ル
タ
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
を
設
定
す
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

業
者
及
び
サ
ー
ビ
ス
名

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
「
キ
ッ
ズ
ｉ
モ
ー
ド
」
他

　
ａ
ｕ
「
Ｅ
Ｚ
安
心
ア
ク
セ
ス
サ
ー
ビ
ス
」

　
Ｓ
ｏ
ｆ
ｔ
Ｂ
ａ
ｎ
ｋ
「
ウ
ェ
ブ
利
用
制
限
」

※
申
込
方
法
は
、
業
者
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

　
㈳
電
気
通
信
事
業
者
協
会

　http://w
w
w
.tca.or.jp/

　
ｅ‒

ネ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
バ
ン

　http://w
w
w
.fm
m
c.or.jp/e-netcaravan/

  

案
　
内

竹
田
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

大
分
駅
前
ま
で
延
長

　
路
線
廃
止
代
替
バ
ス
と
し
て
、
平
成
18
年
度

か
ら
市
が
運
行
し
て
い
ま
す
久
住
〜
長
湯
〜
井

手
渕
間
の
竹
田
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行

路
線
を
、
平
成
19
年
４
月
か
ら
大
分
県
立
病
院

経
由
で
大
分
駅
前
ま
で
延
長
し
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
の
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ
　
企
画
情
報
課

　
☎
63‒
１
１
１
１
（
内
線
２
２
３
）

大
分
ス
ポ
ー
ツ
公
園
新
設
備
完
成

　
九
州
石
油
ド
ー
ム
等
で
親
し
ま
れ
て
い
る
大

分
ス
ポ
ー
ツ
公
園
に
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
（
県
内
最

大
20
面
。
う
ち
照
明
設
備
12
面
）
及
び
多
目
的

運
動
広
場
（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル･
軟
式
野
球
等
に

使
用
可
）が
４
月
１
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

利
用
日
　
１
月
４
日
〜
12
月
28
日（
木
曜
除
く
）

使
用
料
（
１
時
間
当
た
り
）

　
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
　
１
面
４
０
０
円

　 （
照
明
設
備
１
面
３
０
０
円
）

　
多
目
的
運
動
広
場
　
全
面
１
、２
０
０
円

 

　（
半
面
６
０
０
円
）

●
お
問
い
合
せ･

申
込
み
　
指
定
管
理
者

　
㈱
大
宣
大
分
ス
ポ
ー
ツ
公
園
事
業
所

　
☎
０
９
７‒

５
２
８‒

７
７
０
０

　http://w
w
w
.oita-sportspark.jp

  

イ
ベ
ン
ト

湯
布
院
駐
屯
地
創
立
50
・
51
周
年

記
念
行
事

　
陸
上
自
衛
隊
湯
布
院
駐
屯
地
創
立
50
・
51
周

年
を
記
念
し
て
、
駐
屯
地
を
開
放
し
ま
す
。
多

数
の
皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
　
４
月
21
日
㈯
　
９
時
〜
15
時

場
所
　
陸
上
自
衛
隊
湯
布
院
駐
屯
地

内
容
　
観
閲
式
、
観
閲
行
進
、
装
備
品
展
示
、

　
訓
練
展
示
、
体
験
搭
乗
（
車
両
）、
子
供
コ
ー

　
ナ
ー
、
模
擬
売
店

●
お
問
い
合
せ
　
湯
布
院
駐
屯
地
広
報
室

　
☎
０
９
７
７‒

84‒

２
１
１
１
（
内
線
２
０
４
）

第
５
回
「
地
域
の
岩
石
・
地
層
・
化
石
観
察
会
」

日
時

　
５
月
13
日
㈰

　
10
時
〜
15
時

集
合
場
所

　
直
入
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

内
容
　
講
座
「
く
じ
ゅ
う
の
火
山
活
動
と
長
湯

　
温
泉
」　
講
師
　
大
分
地
質
学
会
工
藤
幸
久

4
月
の
お
し
ら
せ
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長
湯
温
泉
と
炭
酸
成
分
が
形
成
す
る
石
灰
華

　
（
湯
の
花
）の
ル
ー
ツ
を
探
り
ま
す
。さ
ら
に
、

　

長
湯
温
泉
の
地
下
深
く
に
眠
る
植
物
化
石
も

　

採
集
し
ま
す
。

参
加
費　

大
人
１
、０
０
０
円　

高
校
生
以
下

　

無
料

主
催　

岡
の
里
事
業
実
行
委
員
会

そ
の
他　

筆
記
用
具
、
弁
当
、
飲
み
物
、
金
づ

　

ち
、
新
聞
紙
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
、
マ
ジ
ッ
ク
、

　

歩
き
や
す
い
衣
服
等
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

竹
田
創
生
館　

☎
62
─４
１
０
０

  

相　

談

特
許
・
商
標
等
の
弁
理
士
無
料
相
談
会

　

県
で
は
、
特
許
や
商
標
な
ど
の
産
業
財
産
権

に
関
す
る
弁
理
士
無
料
相
談
会
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
発
明
な
ど
を
保
護
す
る
「
特
許
」、
商

品
名
等
を
保
護
す
る 「
商
標
」や「
実
用
新
案
」、

「
意
匠
」
に
関
心
の
あ
る
方
の
ご
相
談
を
お
待

ち
て
い
ま
す
。
な
お
、
予
約
制
で
す
の
で
、
左

記
ま
で
あ
ら
か
じ
め
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。 

日
時　

毎
月
第
４
水
曜
日　

13
時
〜
15
時
30
分

場
所
・
予
約
先

　

竹
田
商
工
会
議
所　

☎
63‒

３
１
６
１

●
お
問
い
合
せ

　

大
分
県
商
工
労
働
部
産
業
技
術
開
発
室

　

☎
０
９
７‒

５
０
６‒

３
２
７
２

訂
正
と
お
詫
び

　

広
報
た
け
た
平
成
19
年
３
月
号
に
お
い
て
、

記
載
が
誤
っ
て
い
た
箇
所
が
あ
り
ま
し
た
の

で
、左
記
の
と
お
り
訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。

14
頁
ま
ち
の
話
題
「
地
域
の
桜
を
守
ろ
う
」
：

誤
「
九
州
電
力
の
皆
さ
ん
」　

正
「
九
電
工
の

皆
さ
ん
」

会場　竹田市中央公民館　竹田市大字玉来1-11
講　　　座 開　講　日 時　　　間 定　　　員 そ　　の　　他

茶道教室 第 1・第 3㈫ 19:00 ～ 21:00 10 名 材料費一部負担

料理教室 第 2・第 4㈬ 19:00 ～ 21:00 10 名 材料費一部負担

パッチワーク教室 第 1・第 3㈪ 18:00 ～ 20:00 10 名 材料費一部負担

英会話教室 第 1・第 3㈪ 19:00 ～ 21:00
初級 10名

教材費一部負担
中級 10名

社交ダンス教室 第 2・第 4㈪ 19:00 ～ 21:00 20 名 持っていればシューズ持参

ハーモニカ教室 第 2・第 4㈫ 14:00 ～ 16:00 10 名
テキスト代 1,200 円程度
ハーモニカ持参OK
なければお世話します。

手話サークル 第 2・第 4㈬ 19:00 ～ 21:00 30 名 少額会費あり

バドミントン 毎週火曜日 20:00 ～ 22:00 30 名 少額会費あり

ミニバレー 毎週水曜日 20:00 ～ 22:00 30 名 少額会費あり

ソフトバレー 毎週土曜日 20:00 ～ 22:00 30 名 少額会費あり

竹田市公民館　講座・サークル受講生募集
　竹田市公民館では、平成 19年度公民館講座・サークルの受講生を募集します。
　申込〆切は、4月 20日㈮です。定員になり次第、募集を終了させていただきます。
受講料は無料。ただし、講座にかかる実費は一部負担となります。年齢、性別は問いません。
　お申し込みは、竹田市中央公民館まで。
市民のみなさん、お気軽にはじめてみませんか。 
●お問い合せ　竹田市中央公民館　☎ 63-1044
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税　

金

固
定
資
産
税
縦
覧
期
間
の
お
知
ら
せ

　

固
定
資
産
税
の
納
税
者
が
自
己
の
所
有
す
る

土
地
又
は
家
屋
の
評
価
額
と
他
の
土
地
又
は
家

屋
の
評
価
額
を
比
較
で
き
る
よ
う
に
、
土
地
及

び
家
屋
価
格
等
の
縦
覧
が
で
き
ま
す
。

縦
覧
期
間　

４
月
２
日
㈪
〜
５
月
１
日
㈫

　

８
時
30
分
〜
17
時 （
土
・
日
・
祝
日
除
く
）

縦
覧
場
所　

税
務
課
資
産
係

縦
覧
で
き
る
人　

納
税
者
、
相
続
人
、
納
税
管

　

理
人
、
納
税
者
の
委
任
状
を
持
参
し
た
人

審
査
申
出
の
で
き
る
人　

固
定
資
産
税
の
納
税

　

者
は
、
そ
の
納
付
す
べ
き
課
税
台
帳
に
登
録

　

さ
れ
た
価
格
に
不
服
が
あ
る
場
合
に
お
い
て

　

は
、
６
月
14
日
㈭
ま
で
に
文
書
で
竹
田
市
固

　

定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
に
審
査
の
申
し
出

　

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
今
年

　

度
は
評
価
替
え
第
２
年
度
の
た
め
価
格
等
の

　

変
更
が
あ
っ
た
人
に
限
り
ま
す
。

お
持
ち
い
た
だ
く
書
類　

健
康
保
険
証
等
、
本

　

人
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
も
の

基
準
宅
地
及
び
主
要
な
路
線
の
価
格
を

公
開
し
ま
す

　

固
定
資
産
税
の
評
価
の
適
正
化
と
納
税
者
の

評
価
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た

め
、
基
準
宅
地
及
び
主
要
な
路
線
の
価
格
を
常

時
公
開
し
て
い
ま
す
。

固
定
資
産
税
減
免
制
度

　

生
活
の
た
め
に
公
私
の
扶
助
を
受
け
る
人
、

公
益
の
た
め
使
用
す
る
固
定
資
産
（
集
会
所
、

公
民
館
等
及
び
そ
の
敷
地
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

等
で
有
料
に
て
使
用
す
る
も
の
を
除
く
）
を
所

有
す
る
人
、
災
害
等
に
よ
り
著
し
く
価
値
を
減

じ
た
固
定
資
産
を
所
有
し
て
い
る
人
等
、
減
免

を
受
け
よ
う
と
す
る
人
は
、
必
要
な
書
類
を
揃

え
、
納
期
限
７
日
前
ま
で
に
税
務
課
資
産
係
に

減
免
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
当
初

（
第
１
期
）
か
ら
減
免
を
受
け
よ
う
す
る
人
は
、

４
月
24
日
㈫
が
申
請
期
限
と
な
り
ま
す
。

償
却
資
産
の
申
告
は
お
済
み
で
す
か
？

　

償
却
資
産
「
土
地
・
家
屋
・
車
両
（
自
動
車
税
・

軽
自
動
車
税
が
か
か
る
も
の
）
以
外
※
の
事
業

に
用
い
て
い
る
資
産
で
、
そ
の
償
却
費
が
所
得

税
法
又
は
法
人
税
法
で
経
費
や
損
金
に
算
入
さ

れ
る
も
の
」
の
所
有
者
は
、
毎
年
１
月
１
日
現

在
所
有
し
て
い
る
償
却
資
産
に
つ
い
て
、
そ
の

名
称
・
数
量
・
取
得
年
月
・
取
得
価
額
・
耐
用

年
数
等
を
申
告
す
る
こ
と
が
法
律
で
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
償
却
資
産
の
申
告
期
限
は
１

月
31
日
ま
で
で
し
た
が
、
ま
だ
お
済
み
で
な
い

方
は
必
ず
申
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申

告
書
は
本
庁
税
務
課
及
び
各
総
合
支
所
市
民
生

活
課
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

※
道
路
運
送
車
両
法
上
の
大
型
特
殊
自
動
車
は
、

　

陸
運
局
へ
の
登
録
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
償

　

却
資
産
に
該
当
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ　

税
務
課
資
産
係

　

☎
63‒

１
１
１
１

　
（
内
線
１
２
３
・
１
２
４
・
１
２
８
）

  

福　

祉

は
り
、き
ゅ
う
、
あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ

指
圧
利
用
助
成
（
施
設
利
用
証
）

　

は
り
、
き
ゅ
う
、
あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧

の
施
術
に
対
し
て
助
成
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

対
象
者　

満
年
齢
70
歳
以
上
の
方
。
身
体
障
害

　

者
手
帳
を
有
し
て
い
る
方
は
65
歳
以
上
の
方
。

内
容　

対
象
者
１
人
に
つ
き
年
６
回
以
内
で
、

　

施
術
１
回
に
つ
き
１
、０
０
０
円
の
施
設
利

　

用
証
を
利
用
で
き
ま
す
。

利
用
可
能
施
設
（
平
成
19
年
４
月
１
日
現
在
）

千
房
鍼
灸
治
療
院
（
竹
田
）　

☎
63‒

２
０
３
４

千
房
整
骨
院
（
竹
田
）　　
　

☎
62‒

２
１
１
０

鍵
小
野
鍼
灸
療
院
（
竹
田
）
☎
62‒

２
３
２
５

ほ
ほ
え
み
鍼
灸
院
（
竹
田
）
☎
63‒

３
６
３
４

廣
瀨
鍼
灸
治
療
院
（
久
住
）
☎
77‒

２
７
５
５

羽
田
野
鍼
灸
院
（
直
入
）　　

☎
75‒

３
３
３
５

吉
野
英
治
鍼
灸
院
（
直
入
）
☎
75‒

２
０
４
６

桑
畑
鍼
灸
治
療
院
（
直
入
）
☎
75‒

２
６
１
２

後
藤
鍼
灸
院
（
直
入
）　　
　

☎
75‒

２
１
６
９

釘
宮
鍼
灸
院
（
豊
後
大
野
市
朝
地
町
）

　
　
　
　
　
　
　

☎
０
９
７
４‒

72‒

０
４
６
５

漢
法
治
療
院
竹
田
分
院
（
竹
田
）

　
　
　
　
　

☎
０
８
０‒

５
２
５
０‒

７
３
８
１

深
田
（
正
）
は
り
・
き
ゅ
う
整
骨
院
（
豊
後
大

　

野
市
清
川
町
）
☎
０
９
７
４‒

35‒

３
９
５
９

申
込
方
法　

福
祉
事
務
所
又
は
各
総
合
支
所
市

　

民
生
活
課
に
備
付
の
申
込
書
に
記
入
押
印
の

　

の
ち
、
施
設
利
用
証
を
交
付
し
ま
す
。
身
体

　

障
害
者
手
帳
を
所
持
し
て
い
る
方
は
手
帳
の

　

提
示
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ　

福
祉
事
務
所
福
祉
係

　

☎
63‒

１
１
１
１
（
内
線
１
５
６
）

　

又
は
各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

  

救　

急

正
し
い
救
急
車
の
利
用
に
つ
い
て

　

竹
田
市
消
防
署
で
は
、
尊
い
生
命
を
救
う
た

め
に
救
急
車
の
適
正
利
用
へ
の
ご
理
解
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。
救
急
車
を
呼
ぶ
前
に
自
家
用

車
や
タ
ク
シ
ー
の
利
用
が
で
き
な
い
か
、
一
度

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

⑴　

呼
び
か
け
に
反
応
が
な
か
っ
た
り
、
呼
吸

　

が
止
ま
っ
て
い
る
よ
う
な
時
は
１
分
１
秒
を

　

争
う
命
の
危
機
で
す
。
救
命
手
当
を
す
る
と
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同
時
に
直
ち
に
救
急
車
を
呼
ん
で
く
だ
さ
い
。

⑵　

明
ら
か
に
緊
急
性
が
な
い
の
に
救
急
車
を

　

呼
ぶ
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。
軽
い
病
気

　

や
怪
我
で
救
急
車
を
利
用
す
る
と
、
重
傷
や

　

重
篤
な
患
者
の
搬
送
に
支
障
を
き
た
し
て
し

　

ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
ん
な
時
に
は
１
１
９
番　

意
識
が
な
い
・
呼

　

吸
が
困
難
で
あ
る
・
骨
折
を
し
て
動
け
な
い
・

　

痙
攣
が
続
い
て
い
る
・
広
範
囲
に
わ
た
っ
て

　

火
傷
を
し
た
・
大
量
出
血
を
し
た
、
等

こ
ん
な
時
に
は
よ
く
考
え
て　

風
邪
を
引
い
た
・

　

首
を
寝
違
え
た
・
突
き
指
を
し
た
等

●
お
問
い
合
せ

　

竹
田
市
消
防
本
部　

☎
63‒

４
１
１
９

  

募　

集

『
名
称
は
未
定
』
仲
間
づ
く
り

　

竹
田
視
覚
障
害
者
相
互
支
援
協
会
（
吉
野
英

明
会
長
）
は
、
障
が
い
者
の
自
立
支
援
を
主
目

的
と
し
、
情
報
の
収
集
や
支
援
活
動
を
行
う
と

も
に
、
豊
肥
地
区
の
活
性
化
に
貢
献
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
仲
間
づ
く
り
を
し
ま
す
。

活
動
内
容　

障
が
い
者
へ
の
作
品
作
成
の
支
援
、

　

作
品
の
展
示
や
宣
伝
の
支
援
、
パ
ソ
コ
ン
操

　

作
支
援
、他
組
織
と
の
交
流
、広
報
誌
の
作
成

募
集
人
数　

５
名
程
度

募
集
期
間　

４
月
１
日
㈰
〜
15
日
㈰

応
募
条
件　

豊
肥
地
区
在
住
で
18
歳
以
上
の
有

　

職
者

応
募
方
法　

ご
本
人
の
愛
称
、
年
齢
、
性
別
、

　

応
募
動
機
、
特
技
等
の
自
己
Ｐ
Ｒ
、
仲
間
と

　

一
緒
に
や
り
た
い
こ
と
を
２
０
０
字
程
度
に

　

ま
と
め
て
、
下
記
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
ま
で

　

送
付
し
て
く
だ
さ
い
。
添
付
フ
ァ
イ
ル
は
使

　

用
せ
ず
に
、直
接
本
文
に
ご
記
載
く
だ
さ
い
。

　

個
人
情
報
保
護
法
の
観
点
か
ら
、
個
人
が
特

　

定
で
き
る
住
所
、氏
名
の
記
載
は
不
要
で
す
。

※
メ
ー
ル
で
の
送
付
が
困
難
な
方
は
、
準
備
世

　

話
人
の
田
淵
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

送
付
ア
ド
レ
ス　

take_doko@
hotm

ail.co.jp

審
査
及
び
結
果
報
告　

リ
ポ
ー
ト
審
査
の
あ
と
、

　

面
接
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
結
果
は
応
募
者

　

全
員
に
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ　

田
淵
勝
俊
（
準
備
世
話
人
）

　

☎
０
９
０‒

２
３
９
９‒

２
６
６
６
（
携
帯
）

  

年　

金

国
民
年
金
保
険
料
変
更

　

平
成
19
年
４
月
か
ら
の
国
民
年
金
保
険
料
が

月
額
１
４
、１
０
０
円
と
な
り
ま
し
た
。
納
め

忘
れ
が
あ
る
と
、
将
来
受
け
る
年
金
が
少
な
く

な
っ
た
り
、
年
金
を
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
り

し
ま
す
。
国
民
年
金
保
険
料
は
、
必
ず
期
限
内

に
納
め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
納
付
に
は
便
利
な

口
座
振
替
や
お
得
な
前
納
制
度
も
あ
り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ　

大
分
社
会
保
険
事
務
所

　

☎
０
９
７‒

５
５
２‒

１
２
１
１

  

労　

働

平
成
19
年
度
労
働
行
政
説
明
会

日
時　

４
月
13
日
㈮　

14
時
〜
16
時

会
場　
「
エ
イ
ト
ピ
ア
お
お
の
」
小
ホ
ー
ル

対
象　

事
業
主
、
労
務
担
当
者

●
主
催
・
お
問
い
合
せ　

豊
後
大
野
労
働
基
準

　

監
督
署　

☎
０
９
７
４‒

22‒

０
１
５
３

  

求　

人

◇
土
木
作
業
員
１
人
年
齢
不
問
15
・
８
万
（
竹
）

◇
接
客
係
１
人
20
〜
55
才
11
万
（
荻
）
◇
生
産

管
理
１
人
30
〜
40
才
16
・
５
〜
19
・
８
万
（
久
）

◇
塗
装
３
人
18
〜
55
才
19
・
２
〜
24
万
（
竹
）

◇
農
作
業
員
３
人
年
齢
不
問
16
万
（
久
）
◇
10

㌧
ト
ラ
ッ
ク
運
転
手
２
人
24
〜
45
才
16
万（
竹
）

◇
教
習
指
導
員
候
補
生
１
人
21
〜
26
才
11
万

（
竹
）
◇
石
材
営
業
１
人
45
才
以
下
15
〜
25
万

（
久
）
◇
レ
ス
ト
ラ
ン
ス
タ
ッ
フ
２
人
年
齢
不

問
11
〜
15
万
（
直
）
◇
調
理
（
店
長
候
補
）
１

人
年
齢
不
問
15
〜
20
万
（
竹
）
◇
調
理
師
３
人

年
齢
不
問
15
〜
20
万
（
竹
）
◇
事
務
員
１
人
20

〜
40
才
16
・
３
〜
16
・
９
万
（
直
）
◇
事
務
・

店
内
販
売
１
人
年
齢
不
問
12
万
（
竹
）
◇
事
務

員
１
人
年
齢
不
問
12
・
５
万
（
竹
）
◇
歯
科
衛

生
士
１
人
18
〜
40
才
15
〜
18
万
（
久
）
◇
正
・

准
看
護
士
１
人
25
〜
50
才
15
〜
30
万
（
竹
）
◇

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
２
人
45
才
以
下
17
・
１
〜

26
・
１
万
（
久
）
◇
リ
ハ
ビ
リ
助
手
２
人
18
〜

30
才
11
・
４
〜
13
・
２
万
（
竹
）
◇
栄
養
士
１

人
年
齢
不
問
13
・
６
万
（
竹
）
◇
管
工
事
管
理

工
務
１
人
25
〜
55
才
18
・
２
〜
26
・
２
万
（
竹
）

◇
幼
稚
園
教
諭
１
人
22
〜
35
才
12
万
（
竹
）

　

会
社
等
を
訪
問
さ
れ
る
方
は
、
必
ず
相
談
室

の
窓
口
で
紹
介
状
を
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
（
竹
）
は
竹
田
地
域
、（
荻
）
は
荻
地
域
、（
久
）

　

は
久
住
地
域
、（
直
）
は
直
入
地
域
で
の
求

　

人
で
す
。

●
お
問
い
合
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
豊
後
大
野

　

竹
田
地
域
職
業
相
談
室

　

☎
63‒

１
１
０
１

　

紙
面
の
都
合
上
、
内
容
等
に
つ
い
て
省
略

し
た
お
知
ら
せ
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

各
お
問
い
合
せ
先
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。



たけたん情報 平成19年4月号 ❽

「 平成19年4月から入院時の窓口での支払いが自己負担限度額までとなります 」
　70 歳未満の人が入院した時、平成 19 年 3月 31 日までは、自己負担分（医
療費の 3割又は 2割）を全額負担して、後から高額療養費の申請により限度額
を超えた分が支給されました。
　平成19年 4月1日から、入院した時の「一医療機関の窓口」での支払いは、申
請により交付を受けた「限度額適用認定証」を医療機関に提示することで、入院
時の医療機関の窓口での支払いが下の表の自己負担限度額 (月額)までとなります。
　保険料を滞納している方については、限度額適用認定証の交付はできません。
ただし、災害等の特別な事情がある場合は別です。
■申請に必要なもの…国民健康保険証・印かん
■申請場所……………本庁１階保険課又は各総合支所市民生活課窓口

自己負担限度額（月額）とは
所得区分 3回目までの限度額 4回目以降の限度額　※ 2

一　　　　　　般   80,100 円＋（医療費－ 267,000 円）× 1％ 44,400 円

上位所得者　※ 1 150,000 円＋（医療費－ 500,000 円）× 1％ 83,400 円

住民税非課税世帯 35,400 円 24,600 円

※ 1　基礎控除後の総所得金額等が 600 万円を越える世帯のこと。所得申告をしていない方も上位
　　　所得者とみなされます。
※ 2　過去 12か月間に、一つの世帯での支給が 4回以上あった場合の 4回目以降の限度額

  例　入院時の医療費が 40万円かかった場合（所得区分が一般の場合）
　●自 己 負 担 分　医療費 40万円×自己負担割合 3割 ＝ 12 万円
　●自己負担限度額　80,100 円＋（40万円－ 267,000 円）× 1%＝ 81,430 円

 平成 19年 3月まで

●窓口負担　自己負担分 12万円

●高額療養費
　自己負担分 12万円－限度額 81,430 円
　＝ 38,570 円が
　申請により後から支給されます。

平成 19年４月から 

●窓口負担　自己負担分　81,430 円
　自己負担分が限度額を超えているので、
　自己負担限度額までを負担

● 高額療養費
　自己負担分 12 万円－限度額 81,430 円
　＝ 38,570 円は竹田市国保から医療機関
　に支払われます。

●お問い合せ　保険課国保・老人医療係　☎ 63-1111（内線 135・136）



1 ㈰ ・第 26回公民館（見ちょくれ）祭り 9:00 ～（直入中央公民館）　・第 7回春の陣祭り 10:00 ～ 14:00（岡本小学校）・大分県知事選挙・大分県議会議員選
挙期日前投票 8:30 ～ 20:00（7日まで）・佐藤義美春の特別展「佐藤義美の春・花特集」（5月 31日まで／佐藤義美記念館）　・未成年者飲酒防止強調月間

2 ㈪ ・国家公務員採用 I 種試験受付（9日まで）・荻の里温泉・陽目の里名水茶屋休館日　・固定資産税縦覧期間（5月 1日まで／税務課資産係）
・国税専門官採用試験受付・労働基準監督官採用試験受付・法務教官採用試験受付（13日まで）

3 ㈫
4㈬ ・国有財産売払入札受付（13日まで／九州財務局第 1会議室［熊本市］）

5 ㈭ ・竹田温泉「花水月」休館日

6 ㈮
7㈯ ・願成院愛染堂一般公開（8日まで）

・世界保健デー

8 ㈰ ・大分県知事・大分県議会議員選挙投票・開票日　・第 59回岡城桜まつり：第 34回大名行列、第 30回桜まつりゲートボール大会、第 13回奥豊後俳句大会　・佐藤義美春
のイベント～ギャラリートーク、くろあん朗読劇「やなぎ　さくら」13:30 ～ 15:00（佐藤義美記念館）　・竹田市歩こう会「桜祭り・岡城」9:30JR 豊後竹田駅前集合（※ 1）

9 ㈪ ・竹田市立直入小学校開校式典 10:00 ～
・荻の里温泉・陽目の里名水茶屋休館日

10㈫ ・中学校入学式
・竹田高校入学式

11㈬ ・小学校入学式

12㈭ ・幼稚園入園式　・子牛市場（14日まで /豊後豊肥家畜市場）
・竹田温泉「花水月」休館日

13㈮ ・子牛市場（14日まで /豊後豊肥家畜市場）　・労働行政説明会 14:00 ～ 16:00（エイトピアおおの小ホール［豊後大野市］）
・国家公務員採用Ⅱ種試験受付（24日まで）

14㈯ ・子牛市場（豊後豊肥家畜市場）
・童謡の会 10:00 ～ 11:30（佐藤義美記念館）

15㈰ ・第 11回倉木菜の花まつり 9:30 神事 10:00 開始（倉木）
・みどりの月間（5月 14日まで）

竹田市のこよみ4月
2007年

※行政相談に関するお問い合せは行政相談員まで（渡辺善照：☎ 77‒2067、斉藤義昭：☎ 75‒2692、太田正一：☎ 68‒2480）

↑愛染堂



※健診等保健衛生に関する日程は、いきいきたけた情報カレンダーをご覧ください。　※1：お問い合せ　竹田市歩こう会（山本会長：☎ 62‒2501）　※2：お問い合せ　岡の里事業実行委員会（竹田創生館）☎ 62‒4100
※心の悩み無料相談会に関するお問い合せはカウンセラーまで（野々下昇策　☎ 080‒5274‒3359）

16㈪ ・科学技術週間（22日まで）
・荻の里温泉・陽目の里名水茶屋休館日

17㈫ ・竹田市歩こう会「緒方・チューリップ」9:30JR 豊後竹田駅前集合（※ 1）
・県病健康教室「放射線検査と健康」13:00 ～ 14:00（大分県立病院 3階講堂［大分市］）

18㈬ ・年金相談 10:00 ～ 15:00（竹田市総合社会福祉センター）　・行政相談 10:00 ～ 12:00（直入総合支所）　
・温泉療養文化館「御前湯」休館日　・発明の日

19㈭ ・食育の日
・竹田温泉「花水月」休館日

20㈮ ・英雄寺ぼたん祭り　・竹田市公民館講座・サークル受講生募集〆切（竹田市中央公民館）　・「おおいた県民アカデミア大学」受講生募集（5月 31
日まで／県立生涯教育センター［大分市］）・成牛市場（豊後豊肥家畜市場）　・郵政記念日　・青少年の日

21㈯ ・菅生地区総合健康診査 8:00 ～ 10:00（菅生農村環境改善センター）　・絵本の会 10:00 ～ 11:30（佐藤義美記念館）　・九州はひとつ“女性フォーラム in 竹
田 5th”13:00 ～ 16:00（久住中央公民館くじゅうサンホール）　・陸上自衛隊湯布院駐屯地創立 50・51周年記念行事 9:00 ～ 15:00（陸上自衛隊湯布院駐屯地）

22㈰ ・郷土の自然に親しみ植物を観察する会「春の植物を訪ねて」8:00（※ 2）
・家庭の日

23㈪ ・子ども読書の日
・荻の里温泉・陽目の里名水茶屋休館日

24㈫ ・献血 10:00 ～ 16:00（竹田市総合社会福祉センター）
・固定資産税減免制度当初申請期限（税務課資産係）

25㈬ ・特許・商標等の弁護士無料相談会 13:00 ～ 15:30（竹田商工会議所）　
・精神保健福祉相談 14:00 ～ 16:00（竹田保健所 ※要予約）

26㈭ ・荻神社ゆたて神楽　・国有財産売払開札 10:00 ～（九州財務局第 1会議室［熊本市］）
・竹田温泉「花水月」休館日

27㈮ ・エビネまつり（29日まで／玉来公民館体育館）　・第 32回直入地域椎茸品評会 9:30 ～（直入中央公民館）
・第 32回直入地域椎茸品評会 9:30 ～（直入中央公民館）

28㈯ ・第 19回さとうよしみ竹田童謡祭前夜祭 18:00 開場 18:30 開演予定（くじゅうサンホール）
・第 14回 B&G直入カップバレーボール大会 9:00 ～（竹田市B&G直入海洋センター体育館・直入中学校体育館）

29㈰ ・第 19回さとうよしみ竹田童謡祭献花式 8:00 ～ 8:30（佐藤義美公園）
・第 19回さとうよしみ竹田童謡祭 9:30 開場 10:00 開演（くじゅうサンホール）　・昭和の日

30㈪ ・竹田高等学校器楽部第 38回定期演奏会 14:00 ～（竹田市文化会館大ホール）
・振替休日

月間・週間
そ　の　他

・神明社寿司まつり（5月1日～2日／古町）　・憲法記念日　・祖母山山開き　・竹田市歩こう会「九重夢大吊橋」参加申込〆切（5月3日）（※ 1）
・みどりの日（5月4日）　・こどもの日（5月5日）・「22才の別れ」先行上映会 16:00 ～ 19:00（竹田市文化会館）
・緑の募金（5月31日まで）　・国民体育大会・全国障害者スポーツ大会ボランティア募集（6月30日まで／国体推進室他）




